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はじめに 


本書ま、 RAID システム管理ユーティリティ 「Universal RAID Utility 」 について説明します。 

Universal RAID Utility 、 も'よび、本書で使用する用語については、「付録 A :用語一覧」を参照してくださし、。 
Universal RAID Utility を使用する口ま、管理する RAID システムや、 RAID システムを実装する〕ンピュータのマニュアル 
もよくわ読みください。 

なわ、本書の内容は、 Linux の機能や操作方法について十分に理解されてし巧方を巧まに記載してしけす。 Linux に関 
する操作方まや不明点については、 Linux のオンラインヘルプやマニュアルを参照してください。 


本文中の記号について 


本書では、な下の3種類の記号を使用してしほす。これらの記号と意味を理解してしがだき、本ユーティリティを正し〈巧 
用してください。 


記号 



n-O 

I T J 

1 ^ 


本ユーティリテイの操作で守らなければならない事柄や、とくにミ主意をすべき点を示します。 
本ユーティリティを操作する上で確認をしてお〈必要がある点を示します。 



知ってお〈と糊こ立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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概要 


Universal RAID Utility の概要について説明します。 


Universal RAID Utility とは 

Universal RAID Utility は、コンピュータの RAID システムを管理するユーティリティです。 

Universal RAID Utility は、な下のような特徴を持ちます。 

1. さまざまな RAID システムを1つのユーティリティで管理 

これまでは、 RAID システムの管理ユーティリティは、システムごとに異なる管理ユーティリティを使用していました。 
Universal RAID Utility は、 1 つの管理ユーティリティで複数の RAID システムを管理できます。管理できる 
RAID システムについては、本体装置や RAID システムのマニュアルなどを参照してください。 

2. スタンタードモードとアドバンストモード 

Universal RAID Utility には、スタンヴー巧ードとアドバンストモードの 2 つの動作モードがあります。 

スタンタードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 
使用をや作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐこ 
とができます。 

3. RAID システムを簡単に構築 

Universal RAID Utility を使用すれば、 RAID システムについて豊富な知識を持っていなくても簡単に RAID シ 
ステムを構築できます。 

Universal RAID Utility のガイドに従って選択項目を 2 つ選択するだけで論理ドライブを作成できる「シンプル 
な論理朽イブ作成機肯自」や、未使用の物理デパイスの用途をみめるだけで RAID システムを構築できる「イー 
ジーコンフィヴしー シヨン」といった機能を提供します。 

4. RAID システムの構築、運用、保守に必要な一般的な機能をサポート 

RAID システムの構築のための一般的な機能(論理ドライブの作成、ホットスペアの作成など)や、運用のための 
-般的な機能(ロヴの記録、パトロールリード、整合性チ I ックなど’)、保守に必要な一般的な機能(リビルド、 
実装位置の表示機能など)をサポートしています。 

5. RAID システムの障害監視機能 

Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生した障害を様々な機能で検出できます。 

Universal RAID Utility の raidcmd は、 RAID システムの構成と状態をねかりやすく表示します。また' RAID シ 
ステムで発生した障害はま用のロヴだけでなく、 0S のロヴ (syslog) へも登録します。さらに、 Express シリーズ標 
準添付の ESMPRO/ServerManager ヘア ラートを送信することもできます。 
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Universal RAID UtHity の構成 

Universal RAID Utility は、な下のモジユールで構成してしなす。 

• raidsrv サービス 

コンピユータで常時稼動し、 RAID システムを管理するサービスです。 raidcmd からの化理要求に巧して RAID 
システムの情報を提供したり、 RAID システムに巧してオペレーシヨンを実行した D します。 また' RAID システムで 
発生するイベントを管理し、各種□ヴに登録したりします。 

• raidcmd 

RAID システムの 構成と状態の表示や、 コンフ イヴ レーシヨン、 オペ レーシヨンを 行う、 コンソー ルで動作する〕 マンド 
です。 

Universal RAID Utility 



コンむータ raidcmd 




RAID システム 



図 1 Universal RAID Utility の構成 
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Universal RAID Utility のセットアップ 


Universal RAID Utility のインストール、アンインストールについて説明します。 

動作環境 

Universal RAID Utility は、な下の環境で動作します。 

本体装置 

Universal RAID Utility の管理巧ま RAID システムを実装できる本体装置 

管理対ま RAID システム 

RAID システムを実装する本体装置や、 Universal RAID Utility を添付して し、 る RAID コントローラに添付のド 
キュメントを参照してください。 

オペレーティングシステム 

な下のオペレーティンヴIシステムで動作します (32bit と 64bit どちらの環境でも動作します)。 

■ Red Hat Enterprise Linux 4.5 な降 

■ Red Hat Enterprise Linux 5.1 な降 

■ MIRACLE LINUX V4.0 SP 2 な降 

シングルユーザモード 

Universal RAID Utility は、ネットワーウ機能を使用します。そのため、ネットワーク機能が動作してし、ないシンヴ 
ルユーザモードでは巧用できません。シンヴルユーザモードで Universal RAID Utility を使用する方まについては、 
「シンヴルユーザモードでの起動」を参照してください。 


TCP ポート 


Universal RAID Utility は、な下の2つの TCP ポートを使用します。 


Universal RAID Utility の使用する TCP ポート 


52805、52806 


Universal RAID Utility が使 ffl する TCP ポートを変更する場合は、 「Universal RAID U 川 ity が使巧する TCP ポ 
-卜を変更する」を参照して〈ださい。 


9 













インストール 


Universal RAID Utility のインストール手順を説明します。 

Universal RAID Utility のインストル作業を行う前こ、インストールイメージを用意してください。 

Universal RAID Utility のインストールイメージは、本体装置や RAID コントローラの添付品に格納さ 
| t »| れています。 

インストールの準備： GCC3.3.4 互換標準 C++ ライブラリのインス 
卜ール 


Universal RAID Utility I ま 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリを使巧します 。 Universal RAID Utility をイン 
ストールするコンピュータに GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがを在しなければインストールします。 


手順 1 rpm 〕 マンドで GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがインストールされ てし、 るかどうか調べます。 
GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがす 
でにインストールされている場合、ちのよう 
に表示します (* の部分は、オペレーティンヴ 
システムにより異なります)。この場合、 

「Universal RAID Utility のインストール手 
順」に進みます。 

GCC 3.3.4 互換標準 C ++ ライブラリがイ1 
ンストールされていない場合、ちのようにメ E 
ッ t - ジを表示します。この場合、な降の I 
手順に従い 、 GCC 3.3.4 互換標準 C ++ I 
ライブラリをインストールします。 


手順2インストールを行う〕ンピュータに、管理を権限を持つユーザで□ヴインします。 


手順 3 インストールしているオペレーティンヴシステムのインストールディスウを巧意します。 GCC 3.3.4 互換標準 
C ++ ライプラリを収録したインストールディスクを本体装置の CD - ROM / DVD - ROM ドライブにセットします。 


手順 4 インストールデイスウの GCC 3.3.4 
互換標準 C ++ ライプラリがを在するデ 
ルウトリへカレントデルクトリを変更し、 
rpm 〕 マンドで GCC 3.3.4 互換標準 
C ++ ライプラリをインストールします (* の 
部分は、オペレーテインヴシステムにより異 
な口ます)。 

インストル結まは、 rpm コマンドで確認 
します。インストールが完了すると、 
compat - libstdc ++-33-3.2.3-* 

ドの部分は、オペレーテインヴシステムによ 
り異な口ます） 

というバッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、このバッケージが存在しません。 


# rpm -q compat-libstdc++-33 
compat-libstdc++-33-3. 2. 3-* 


# rpm -ivh compat-libstdc++-33 - 本 . i386. rpm 

Prepar ing... ############################## [1 〇〇〇 / 〇 ] 

1:compa1:-libstdc++-33 料 ############################ [100%] 

# 


: rpm -q compat-libstdc++-33 

くッケージ compat-l ibstdc++-33 はインス I —ルされていません 


# rpm -q compat-libstdc++-33 
compat-libstdc++-33-3. 2. 3-* 
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Universal RAID Utility のインストール手順 

必要なパッケージの確認、インストールが完了したら、 Universal RAID Utility をインストールします。 

手順1インストールを行うコンピュータに、管理を権限を持つユーザで□ヴインします。 

I frO インストールは管理者権限を持つユーザで行います。管理者権限を持つユーザでなければ、 
m セットアッププロヴラムを実行できません。 


手順2インストールイメージ中の 
set 叩. sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストールイメージを 
格納したディレクトリに変更し、 
setup.sh -install 
と入力します。 


# cd インストールイメージを格納したディレクトリ 

# sh setup.sh --install 


手順 3 setup.sh が終了したら、インスト 
-ルは完了です。 rpm コマンドでインストー 
ル結まを確認します。 インストールが完了 
すると、 

UniversalRaidUtility -1.00-* (叫まリビジョ 
ン番号です。） 
storelib - 2.17 -0 


材 rpm -q UniversalRaidUtiiity 
UniversalRaidUtiIity-1. 00-* 

# 

# rpm -q store Iib 
store Iib-2.17-0 


という 2 つのパッケージがインストールされます。インストールに失敗すると、これらのパッケージが存在しません。 
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アンインスト ー J レ 


Universal RAID Utility のアンインストール手順を説明します。 

Universal RAID Utility のアンインストール作業を行う前に、インストールイメージを巧意してくださし、。 

Universal RAID Utility のインストールイメージは、本体装置や RAID コントローラの添付品に格納さ 
| t »| れています。 


Universal RAID Utility のアンインストール手順 


手順1アンインストールを行う〕ンピュータに、管理を権限を持つユーザでロヴインします。 

アンインストールは管理を権限を持つユーザで行います。管理ま権限を持つユーザでなけれ 
厂〇 ば、セツトアッププ□グラムを実行できません。 


手順2インストールイメージ中の 
set 叩 . sh を実行します。 

カレントディレクトリをインストールイメージが 
巧在するデルウトリに変更し、 
setup.sh -uninstall 
と入力します。 


# cd インストールイメージを格納したディレクトリ 

# sh setup.sh --uninstall 


手順 3 setup.sh が終了したら、アンイン 
ストールは完了です。 rpm コマンドでアンイ 
ンストール結まを確認します。アンインスト 
-ルが完了すると、 

UniversalRaidUtility - l . OO-X ヴはリビジ 
ヨン番号です） 
storelib - 2.17 -0 

というパッケージがアンインストールされます。 


# rpm -q UniversalRaidUtiiity 

パッケージ Uni versalRaidUti I ity はインス I —ルされていません 

# rpm -q store Iib 

パッケージ storelib はインストールされていません 
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Universal RAID Utility の起動と停止 


Universal RAID Utility の各モジュールごとに起動と停止の方まを説明します。 


raidsrv サービス 


raidstv サービスは、コンピュータを起動すると自動的に起動し、コンピュータをシャットダウンすると自動的に停止します。 
raidsrv サービスが動作していないと Universal RAID Utility は正常に動作しませ/ v 。 raidsrv サービスを起動しなし、よ 
うに設定したり、 raidsrv サービスを停止しないでください。 

irO raidsrv サービスが障害などにより異常終了したり、 raidsrv サービスのプロセスを強制後了したと 

m き、二重起動を防ぐためのロックファイルが残るため、そのままの状態では raidsrv サービスが起動し 

なくなることがあります。 

このような場合は、 raidsrv サービスを再起動する前に、な下のファイルを削除します。 

/var/lock/subsys/raidsrv 


raidcmd 


raidcmd は、コンソール上で実行する〕マンドです。 「 raidcmd の機能」に記載の方まで Taidcmd を使用します。 

シングル ユーザモー ドでの起動 

Universal RAID Utility は、ネットワーク機能を使用します。そのため、ネットワーク機能が動作していないシンヴルユ ー 
ザモードでは使用できません。シンヴルユーザモードで Universal RAID Utility を使用するには、な下の手順でネットワ 
ーク機能を有効にした後、 raidsrv サービスを起動します。 


手順1 

ネットワークサービスを起動します。 

# /etc/mit. d/network start 

# 

手順2 

raidsrv サービスを起動します。 


# /etc/init. d/raidsrv start 

# 

手順3 

raidsrv サービスが正常に起動し| 


# /etc/init. d/raidsrv status 

たことを確認します。 

raidsrv (pid 3738 3718) is running... 

# 


プロセスのが表示されれば、 raidsrv サー 
ビスは正常に起動しています。 
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raidcmd の機能 


raidcmd の機能について説明します。 

コマンドライン 

raidcmd を使用するには、な下のお式でサブ〕マンド、わよび、必要に応じてサブ〕マンドのパラメータを指定します。 



I n-O raidcmd を使用するには、管理を権限を持つユーザで□グインします。管理を権限を持つユーザ 
m でなければ、 raidcmd を実行できません。 

サブコマンド、サブコマンドのバラメータを指定せずに raidcmd を実すると、 raidcmd のパージョンを 
I 〇 I 表示します。 

raidcmd の返却値 

raidcmd の返却個よ、サブコマンドの実行結果を返却します。 


返却値 実行結果 


0 サブコマンド正常終了 

1 サブコマンド異常終了 


raidcmd の エラー メッ t — ジ 

raidcmd のサブ〕マンドが異常終了したときは、な下の形式でエラーメッセージを表示します。 


# raidcmd サブ コマンド サブ コマンドのパラメータ 
raidcmd : エラーメッセージ 


raidcmd のサブコマンド 

raidcmd のサブコマンドについては、 「 raidcmd コマンドリファレンス」を参照してくださし、。 
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スタンダードモードとアドバンストモード 


raidcmd には、スタンダー巧ードとアドバンストモードの2つの動作モードがあります。 

スタンタードモードは、基本的な RAID システムの管理機能を提供する動作モードです。 

アドバンストモードは、高度な RAID システムの管理機能や、メンテナンス機能を提供する動作モードです。 

使用をや作業内容に合わせて2つの動作モードを使い分けることにより、使い勝手が向上し、誤操作を防ぐことができ 
ます。 


raidcmd をはじめて起動したときは、スタンダー巧ードで動作します。動作モードは、 runmode サブ〕マンドにが動作 
モードを変更しない限りを化しませんロンむ-夕を再起動しても動作モ-ドは変更しません)。 

それぞれのモードで使用できる raidcmd の機能は、な下のようになります。 


機能項目 

サブコマンド 

スタンダード 

アドパンスト 

プロバティ 

property 

•/ 


論理ドライブ作成（シンプル） 

mkids 

ィ 


論理ドライブ作成（カスタム） 

mkldc 



ブザー停止 

sbuzzer 



整合性チェック（開始） 

cc 



整合性チェック（停止） 

cc 

ィ 


整合性チェッウ调始）スケジュ-ル実行巧 

CCS 

ィ 


ネ刀期化（開始） 

init 



ネ刀期化（停止） 

init 



論理朽イブ削除 

delld 



リビルド（開始） 

rebuild 


ィ 

リビルド（停止） 

rebuild 



ホットスペア（作成） 

hotspare 



ホットスペア（解除） 

hotspare 

ィ 


強制オンライン 

stspd 



強制オフライン 

stspd 


V 

実装位置表示 

slotlamp 



イージーコンフイグレーション 

econfig 

ィ 

ィ 

動作モード変更 

runmode 



バージョン情報の参照 

なし 

ィ 


オペレーション実行状況の参照 

opiist 



RAID 〕ントローラのオプションバラメータ設定 

optctrl 


ィ 

論理ドライブのオプションパラメータ設定 

optid 



上記政かの機能 
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RAID システムの情報参照 


RAID システムの〕ンフイヴレーシヨンやが態などの情報や、実行中のオペレーシヨンの動作状況、 RAID システムの動作記録の 
参照について説明します。 


RAID 〕 ント□-ラのプロパティを参照する 

RAID コントローラの情漸ま、 RAID コントローラのプロバテイで参照します。 


RAID 〕 ントローラのプロパティは、 property サブ 
コマンドで参照できます。詳細は、コマンドリファ 
レンスの property を参照してください。 


巧 raidcmd property -tg 二 rc -c 二 1 

RAID Controller #1 

ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) ROMB 

Firmware Version 

1.12.02-0311 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Enable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 
# 

Enable 



RAID Controller #X Universal RAID Utility にわける、 RAID コントローラの管理き号(論理アドレス)です。 

Universal RAID Utility が RAID コントローラごとに1から始まる番号を割り当てます。 


ID 

Vendor 

Model 

Firmware Version 
Battery Status 


Initialize Priority 


Rebuild Priority 


Consistency Check 
Priority 


Patrol Read 


RAID コントローラのオリジナルの識別情報です。 RAID コントローラの BIOS ユーテイリテイで 
は、この識別情報のアドレスを使用します。 

RAID 〕ントローラの製造元です。 

RAID コントローラの製品名です。 

RAID コントローラのパ’ージョンです。 

RAID コントローラに搭載するバッテリのステータスです。 

な下の3つの状態があります。 

Normal :バッデ J が正常に使用できる状態であることを指します。 

Warning :バッ刊ががなんらかの理由により正常に使用できない状態であることを指しま 
す。 

Not Present : RAID コントローラにバクテリが存在しないことを指します。 

初期化処理を〕ンピュ ー5 システム巧でどの〈らい優先的に実行するかます度合いです。 

な下の3つの設定があります。 

High :ネリ期化処理を高い優先度で実行します。 

Middle :初期化化理をバランスの取れた優ホ度で実行します。 

Low :ネ刀期化処理をあい優を度で実行します。 

化ルドを〕ンピュータシステム巧でどのくらい優先的に実行するか表す度合いです。 

な下の3つの設定があります。 

High :リビルドを高い優先度で実行します。 

Middle :リビルドをバランスの取れた優先度で実行します。 

Low :リビルドをほい優先度で実行します。 

整合性チェッウを〕ンピュ-タシステム内でどのくらい優先的に実行するか表す度合いです。 
な下の3つの設定があります。 

High :整合性チェッウを高い優先度で実行します。 

Middle :整合性チ i ッウをバランスの取れた優を度で実行します。 

Low :整合性チェッウをほい優先度で実行します。 

バ阳-ルリ-协実行ち無を設定します。 

Enable :バトロールリードを実行します。 

Disable :バトロールリードを実行しません。 
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Patrol Read Priority バ阳ールリードをコンピュータシステム内でどのくらい優先;的に実行するか表す度合いです。 

じ I 下の3つの設定があります。 


High :バトロールリードを高い優先度で実行します。 

Middle :バトロールリードをバランスの取れた優先度で実行します。 

Low :バトロールリードをイ圧い優先度で実行します。 

Buzzer Setting RAID システムで障害が発生したとき、 RAID コントローラのプザー機能を使用するかどうかを 

設定します。 

Enable :ブヴー機能を使用します。 

Disable :プザー機能を使用しません。 


RAID 〕 ントローラのプロパティに表示する項目、設まを変更できる項目は、 RAID コントローラの種類 
I け' I によつ口ま、サポ-卜していないことがあります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もしくは、リスト 
に表示しません。 


ディスクアレイのプロパティを参照する 


デイスウアレイの情報は、ディスクアレイのプロパティで参照します。 


ディスウアレイのプロパティは、 property サブ〕マ 
ンドで参照できます。詳細は、コマンドリファレン 
スの property を参照してください。 


# raidcmd property -tg 二 da -c 二 1 -a 二 1 
RAID Controller #1 Disk Array #1 
Physical Device Number ： 1, 2. 

Capacity : 67GB 

Unused Capacity : 47GB 



RAID Controller #X Universal RAID Utility にわける、デイスウアレイの管理番号(論理アドレス)です。 

Disk Array #Y 

Physical Device Number デイスウアレイを構成する物理デバイスの番号です。 


Capacity 


デイスウアレイの容量です（単位 GB )。 


Unused Capacity デイスウアレイの未使用領域の容量です（単位 GB )。 


論理ドライブのプロパティを参照する 


論理ドライブの情報は、論理朽イブのプロパティで参照します。 


論理朽イブのプロパティは、 property サブ〕マン 
ドで参照できます。 

property サブ〕マンドの詳細、コマンドリファレン 
スの property を参照して〈ださし、。 


# raidcmd property -tg 二 Id -c 二 1 -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 

ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 3 

Disk Array Information : 1(order 1/1) 

RAID Level : RAID 5 

Capacity : 20GB 

Stripe Size : 64KB 

Cache Mode (Current) : Write Back 

Cache Mode (Setting) : Auto Switch 

Status : Online 



RAID Controller #X Universal RAID Utility にわける、論理朽イブの管理香号(論理アドレス)です。 

Logical Drive #Y 口口]の値に対応して、1からはじまる番号を害の当てます。 


ID 論理ドライブのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ントローラの BIOS ユーティリティが管理 

する論理ドライプと 、 Universal RAID Utility の管理する論理ドライブを対応させる口ま、こ 
の値を使巧します。 

Physical Device Number 論理朽イプが巧在するデイスウアレイを構成する物理デバイスの番号です。 
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Disk Array Information 論理ドライブが巧在するデイスウアレイの香号と、デイスウアレイ巧の位置に関する情報で 

す。な下のお式で情報を表示します。 

デイスウアレイ番号 ( order 先頭からの順番/ディスウアレイ巧の論理朽イブ個数） 


RAID Level 論理ドライプの RAID レペルです。 

RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50 を表示できます。 


Capacity 論理ドライブの容量です（単位 GB )。 

Stripe Size 論理ドライプのストライプサイブです。 

1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 512 KB , 1024 KB を表示 
できます。 


Cache Mode に urrent ) RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードの現在値です。 

じ I 下の2つのモードがあります。 

Write Back :非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 


Cache Mode ( Setting ) RAID コントローラに搭載するキャッシュメモリの書き込みモードです。 

な下の3つの設定があります。 

Auto Switch :バッテリのちお、状態により自動的に Write Back と Write Through を切 
り替えるモードです。 

Write Back :非同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモ-ドです。 

Status 論理ドライブのステータスです。 

じ I 下の3つの状態があります。 

Online :論理ドライプの冗長性が保たれている状態を指します。 

Degraded :論理ドライブの冗長性が失われているか、冗長性がほ下した状態を指しま 
す。論理ドライブへのアウ t スは巧能です。 

Offline :論理ドライブが停止し、論理ドライブへのアウ t スも不可能な状態を指します。 



• RAID レベルの種類、ストライプサイズの種類、キャッシュメ刊の書き込みモードの種劇ま 、 RAID 
コントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない種類の値は表示しません。 

• 論理ドライブのプロバティに表示する項目、設定を変更できる項目は、 RAID コント ローラ ごとにサ 
ポ-卜する内容が異なります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もしくは、リストに表示しま 
せん。 


物理デパイスのプロパティを参照する 


物理デバイスの情漸よ、物理デパイスのプロパティで参照します。 


物理デバイスのプロパティは、 property サブ〕マ 
ンドで参照できます。 

property サブコマンドの詳細、コマンドリファレン 
スの property を参照して〈ださい。 


# raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1 -p 二 1 

RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Device #1 

0 

1 

1 

Inter 干 ace 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 $S 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

3 ： 3GB 

Status 

Online 

S. M.A.R.T. 

# 

Normal 



RAID Controller #X 
Physical Device #Y 

ID 


Enclosure 

Slot 


Universal RAID Utility にわける、物理デパイスの管理番号(論理アドレス)です。 

[ ID ] の値を元に物理デパイスを昇順に並べ、値のルさいものから順番に1から始まる番号 
を割り当てます。 

物理デバイスのオリジナルの識別情報です。 RAID 〕ント □- ラの BIOS ユーティリティが管理 
する物理デバイスと 、 Universal RAID Utility の管理する物理デバイスを対応させる口よ、 
この値を使用します。 

のの形式は RAID 〕ン阳ーラ①種飄こより異なります。 

物理デバイスを収納するエンクロージャの番号です。 

1から始まる番号です。 

物理デパイスを収納するスロットの番号です。 

1から始まる番号です。 
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Interface 物理デバイスを接続するインタフエースの 5 イプです。 

な下の2種類があります。 

SAS : Serial Attached SCSI 
SATA : Serial ATA 


Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 
Capacity 
Status 


Hot Spare Information 


S . M . A . R . T . 


物理デ; W スの製造元と製品名です。 

物理デバイスのバ-ジョンです。 

物理デバイスのシリアル番号です。 

物理デバイスの容量です（単位 GB )。 

物理デバイスのステータスです。 

じ I 下の5つの状態があります。 

Online :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれてわり、正常に動作していることを指し 
ます。 

Failed :物理デバイスが論理ドライプに組み込まれてわり、故障していることを指します。 
Rebuilding :物理デバイスがリビルド中であることを指します。 

Hot Spare :物理デバイスをホクトスペアに設定していることを指します。 

Ready :物理デバイスが論理ドライブに組み込まれていないことを指します。 

ホットスペアに設定している物理デバイスのホットスペアモードです。 

な下の2種類のモードがあります。 

Global : RAID コントローラのすべてのデイスウアレイのホットスペアとして使用できます。 
Dedicated :指定したデイスウアレイのホットスペアとして使用できます。指定したデイスウア 
レイの番号も表示します。 

S . M . A . R . T . 機能 ( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) の診断結 
果を表示します。な下の2種類の状態があります。 

Normal : S . M . A . R . T . 機制こよるエラーを検出していません。 

Detected : S . M . A . R . T . 機能によるエラーを検出しています。 



• 物理デバイスのプロパティに表示する項目、設定を変更できる項目は 、 RAID コントローラごとにサ 
ポートする内容が異なります。サポ-卜していない項目は、値が空白、もしくは、リストに表示しま 
せん。 

• 強制オフラインを実行すると、物理デバイスが故障していなくても[ステータス]は[故障]となりま 
す。 


オペレーシヨンの実行状況を確認する 

raidcmd は、オペ レーシヨ ンの動作が況を表示できます。 


オペ レーシヨ ンの動作状況は、 opiist サブコマンド 
で参照できます。詳細ま、コマンドリファレンスの 
叩 list を参照してください。 


# raidcmd op!ist 
RAID Controller#! 

Logical Drive #1 : Consistency Check (52%) 
Logical Drive #2 : Initialize 口 3%) 
Physical Device #1 の ）： Rebuild (99%) 

RAID Controller #2 

Logical Drive #1 : Consistency Check (2%) 
Physical Device #2(1) : Rebuild (22%) 


opiist サブ〕マンドで表示するオペレーシヨンの種類はじ I 下のとお 0 です。それぞれのオペレーシヨンごとに、対象〕ンポー 
ネントと、状態を表示します。 

• 初期化 （ Initialize ) 

• リビルド ( Rebuild ) 

• 整合性チェック (Consistency Check ) 

表示するオペレーシヨソま、 raidcmd を実行時に実行中のオペレーシヨンです。終了したオペレーシヨン表示しません。 
終了したオペレーシヨンの結まは 、 RAID ロヴやプ□パティで確認します。 
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(L opiist で物理デバイスには 2 つの番号を表示します。 

I U I Physical Device # M { N ) 

M \ 物理デバイスの番号、/ V : 物理デバイスの ID 
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RAID システムの]ンフイヴ I レーシヨ ン 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムの〕ンフイヴレーシヨン ( RAID システムを構築すること)について説明します。 


Universal RAID Utility は、目的に応じていろし巧な機能を提供してし巧す。 






ブートバーテイシ ヨンが 巧在す 
る論理朽イブなどを 誤って削 
除することはありません。 


「論理ドライプを削除す 
る J を参照してください 


図 2 RAID システムのコンフイ グレーシヨ ン機能 


21 

























RAID システムを簡単に構築する 

Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに未使用の物理デバイスを接続した状態から、論理ドライブの作成、ホ 
ッ トスペアの設定といつたコン フィ ヴ レーシヨ ンを簡単に行える「イ ージー コン フィ ヴ レーシヨ ン J 機能をサポートしています。 

r イージー〕ンフ ィヴレーシヨ ン J は、 RAID コント ローラに 接続している未使用の物理デバイスについて、データ格納に使用 
する台数(論理朽イブを構成する物理デパイスの台数)とホットスペアに使用する台数をみ定すると 、 Universal RAID 
Utility が自動的に RAID システムを構築する機能です。 

「イージ— コン フィヴし—シ ヨン」 により RAID システムを構築するメリットはな下のとわりです。 RAID システムを構築する際 
に検討、操作しなければいけない作業を Universal RAID Utility が代わりに行います。 

• 3つの項目 （ RAID コントローラ、論理朽イブで使用する物理デバイスの台数、作成する論理朽イブの個数)を 
指定するだけで RAID システムを構築できます。 

• 論理ドライブの選択項目 （ RAID レベル、容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID Utility がすべて自 
動的に設定します。 

• 複数の論理朽イプを同時に作成できます。 

• ホットスペア巧に物理デバイスを残すと 、 Universal RAID Utility が自動的に作成する論理ドライブのま用ホット 
スペアを作成します。 


イージー〕ンフイグレーシヨンの操作手順 

イージー〕ンフイヴレーシヨンで RAID システムを構築する手順を説明します。 


手順 1 イージー〕ンフイヴレーンヨンで使用する物理デパイスを RAID 〕ン阳ーラに接続する必要があるときは、 
このタイミンヴで接続します。 


手順 2 raidcmd の econfig サブ〕マンドを 
実行します。詳細ま、コマンドリファレンスの 
econfig を参照してくださし、。 


手順 3 raidcmd のイージー〕ンフイヴレー 
シヨンのを件を指まします。 

Stepl /3 では、コンフイヴを行う RAID コント 
口ーラを選択します。コンフイヴを行う RAID 
コントローラを入力します。 

リストには、イ ージー コンフイヴ レーシヨ ンを行 
うを件を満たしていない RAID 〕 ントローラは表示しません。 


手順 4 Step 2/3では、論理朽イプで 
使用する物理デバイスの台数 （Physical 
Device count using Logical Drive ( s ))、 

RAID 〕ントローラに作成する論理ドライブ 
①個数 (Creating Loaical Drive count ) 

を指定します。インタフ王ースタイプの異なる 
物理デバイスが存在するときは、インタフエ 
-スタイプごとに指定します(ちの例では、 

SAS インタ フエー スの物理デバイス こついて 
設定しています。異なるインタ フエースタ イプ 
①物理デバイスが他にもを在する場合は、この操作をインタ フエースタ イプごとに行います)。 


Step 2/3 : Set the contents 〇干 configuration 

く Physical Device (Interface Type : SAS)> 

Unused Physical Device count : 7 

Physical Device count using Logical Drive(s) [2-7] : 6 
Hot Spare count : 1 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 

Maximum Logical Drive count : 2 

Creating Logical Drive count [1-2] :1 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : y 


材 raidcmd econfig 

Step 1/3 : Select RAID Controller 

RAID Controller #1[MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB] 
RAID Controller #2 [LSI Corporation MegaRAID SAS 8408E] 

RAID Controller [1-2] : 1 


dcmd econfig 


22 







手順 5 Step 3/3 では、イージー〕ンフイヴ 
レーシヨンで構築する RAID システムのコン 
フイヴ'レーシヨンを表示します。表示する内 
容で〕ンフイヴするときは、 yes を入力しま 
す。〕ンフイヴ内容を変更したしたきは、 no 
を入力します。 

yes を入力すると、 raidcmd は RAID シス 
テムの〕ンフイヴ レーシヨ ンを実行し、 
raidcmd が正常終了します。この時点で、 
論理朽イブの作成、ホットスペアの作成 
は完了しています。各コンポーネントのプロ 
パテイなどで〕ンフイヴ レー シヨンを確認しま 
す。ただし、作成した論理朽イブの初期 
化は完了していない可能性があります。論 
理ドライブの初期化の実行状況や結まは、 
opiist サブ〕マンドで確認します。 


Step 3/3 : Confirm the contents of conriguration 

RAID Controller #1[LSI MegaRAID SAS 8202E] 

Logical Drive #1[RAID 5 : 200GB] 

Physical Device #1(0). 2(1) ， 3(2) [SAS] 

Physical Device #7(6) [SAS] Dedicated Hot Spare 
Logical Drive #2 [RAID 5 : 200GB] 

Physical Device #4 口）， 5(4), 6(5) [SAS] 

Physical Device #7(6) [SAS] Dedicated Hot Spare 
Logical Drive #3 [RAID 1 : 200GB] 

Physical Device #8(7), 9(8) KATA] 

Physical Device #10(9) KATA] Dedicated Hot Spare 

<Caution> 

Create Logical Drive #2 with different Physical Devices of a 
capacity. Therefore, Logical Drive capacity is decided by the 
smallest Physical Device o 干 capacity. 


capacity. 


Run the above configuration. 

Initialize all of Logical Drive a 干 ter creating them. You can see 
the progress and the result ot initialization by opiist" and 
"property commands. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 


step 3/3 で物理デバイスには 2 つの番号を表示します。 
Physical Device # M { N ) 

M \ 物理デパイスの番号、/ V : 物理デパイスの ID 


イージー〕ンフイヴレーシヨンを実行できる RAID 〕 ン阳ーラ 

イージー〕ンフイヴレーシヨンを実行できる RAID コントローラは、な下のを件を満たしてし巧必要があります。条件を 
満たしていない RAID コントローラは、 Step 1/3 で RAID コントローラのリストに表示しません。 

1専用ホットスペアを作成できる RAID コントローラであること 

2 RAID コントローラに、未使用の物理デバイスを 2 台な上接続して し、 ること 


イージー〕ンフイグレーシヨンで使用できる物理デパイス 


イージー〕ンフィヴレーシヨンで使用できる物理デパイスま、「未使用の物理デバイス」です。「未使用の物理デパイ 
ス」とは、 [ Status ] (ステータス)洲 Ready ] (レディ)の物理デバイスを指します。 

イージー〕ンフイグレーシヨンによる論理ドライブの作成 


イージー〕ンフイヴレーシヨンで作成する論理ドライブの内容について説明します。 


RAID レペルと作成できる論理ドライブの個数 


イージー〕ンフィヴレーシヨンで作成する論理ドライブの RAID レベルは、 RAID 1 もしくは、 RAID 5 となります。 
どちらを使用するかは、 RAID コントローラがサポートする RAID レベルの種類、も'よび、論理ドライブで使巧する 
物理デバイスの台数によりみまります。 

また、 作成できる論理ドライブの個数も、同様のを件により決まります。 
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RAID 1 と RAID 5 の RAID レベルををボニと主を RAID コント占二三 


論理ドライブで使用する 

論理ドライプの 

作成できる論理ドライブの個数 

物理デパイスの台数 

RAID レペル 



2台 RAID 1 1 

3〜5台 RAID 5 1 

6台な上 RAIDS 論理ドライプで使用する物理デバイスの台数/ 3 


RAID 1の RAID レベルのみサポートする RAID コントローラ 


論理ドライブで使用する 

物理デバイスの台数 

論理ドライプの 

RAID レペル 

作成できる論理ドライブの個数 

2台レ:1上 

RAID 1 

論理朽イプで使用する物理デバイスの台数/ 2 


g =0 イージー〕ンフイヴレーシヨンでは、 RAID レベルが RAID 1もしくは RAIDS な外の論理 
I T J ドライブは作成できません。 


論理ドライブに使用する物理デパイス 


作成する論理朽イブに使用する物理デバイスは、ホットスペアを作成する物理デパイスを除き、物理デパイス 
番号のルさい方から順に使用します。 

(例）イージーコンフィヴレーシヨンで物理デパイス#!〜# 7 を使用できるとき、# 3 をホットスペアに使用するような 
ケースでは、物理デバイス番号のルさい方から# 1 と# 2 と# 4 で論理ドライブ# 1 を、# 5 と# 6 と# 7 で論 
理朽イブ# 2 を作成します。 


□ S 曰 □ Q Q ご 

物理デパイス物理デパイス物理デバイス物理デパイス物理デバイス物理デパイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 

I I ホクトスペア 1111 


論理ドライブ 
#1 


論理ドライプ 
#2 


図3 [イージーコン フイグレーシヨ ン]物理デバイスの割 0 当て1 


論理ドライブを複数作成するとき、それぞれの論理ドライブを構成する物理デパイスの台数が均等にならなし、と 
封よ、論理ドライブ番号の小さい論理ドライブに多く割り当てます。 
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(例）イージー〕ンフィヴレーシヨンで物理デパイス#!〜#7を使用できるとき、論理ドライブを2個作成するよう 
なケースでは、物理デバイス#!〜#4の4台で論理ドライブ#1を、#5〜#7の3台で論理ドライプ#2 
を作成します。 



物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス物理デバイス 
#1 #2 #3 #4 


T 


論理ドライブ 
#1 

図 4 [イージー〕ンフイヴレーシヨン]物理デバイスの割 0 当て 2 

ゾ S . M . A . R . T . エラーを検出してし巧物理デバイスま、論理朽イブの作成に使用できません。 

1^1 



#5 #6 #7 



論理ドライブ 


論理ドライブの容量 


作成する論理朽イプの容量よ、 RAID レベルと使用する物理デバイスの容量により決ま姑す。 

イージーコンフィヴレーシヨンは、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライプを作成します。 

1個の論理朽イプで異なる容量の物理デパイスを使巧するときは、最も容量の小さい物理デパイスに合わせ 
た容量で論理朽イブを作成します。 

(例）イージー〕ンフィヴレーシヨンで容量の異なる物理デパイス#1〜#7を使用できるとき、論理ドライプを2個 
作成するようなケースでは、物理デパイス#1〜#4の4台で論理朽イブ#1を、#5〜#7の3台で論理 
ドライブ#2を作成します。このとき、論理ドライブの容量は最も小さい容量の物理デパイスこがみまりま 
す。 



図 5 [イ ージー コンフイヴ レーシヨ ン]論理ドライブの容量 
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論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライプのその他の選択項目は Jil 下のようにみまります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ RAID コントローラの既定値を使用します （RAID コントローラの種類によ0異な0ま 

す)。 

キャッシュモード RAID コントローラの既定値を使用します （RAID コントローラの種類によ0異なりま 

す)。 

初期化モード 完全 


イージー〕ンフイグレーシヨソこよるホットスペアの作成 


イージー〕ンフイヴレーシヨンで作成するホットスペアの内容について説明します。 


ホットスペアの台数 


ホットスペアの台数は、 RAID コントローラに接続してし巧ホ使用物理デパイスの台数と、論理ドライブで使用す 
る物理デバイスの台鄭こよりみまります。イージー〕ンフィヴレーシヨンの Step 2/3 で、 [Unused Physical 
Device count] から、 [Physical Device count using Logical Device(s)] を引いた値がホットスペアの台数 
となります。 


ホットスペアに使用する物理デパイス 


ホットスペアに使用する物理デバイスは、容量が最も大きい物理デバイスから順にホットスペアとして巧巧します。 
同一容量の物理デパイスが複数を在するときは、物理デバイス番号の大きい物理デバイスから順に使用しま 
す。 

(例）イージーコン フィ ヴ レーシヨ ンで物理デパイス#!〜# 7 を使用できるとき、ホットスペアを 2 台作成するケース 
では、容量の最も大きい物理デパイスは 150GB で、かつ、 3 台を在するため、物理デバイス番号の大き 
い# 5 と# 6 を使用します。 


己 

物理デパイス 
#1 

100GB 



物理デパイス 

物理デパイス 

物理デパイス 

物理デパイス 

物理デパイス 

物理デパイス 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

100GB 

150GB 

100GB 

150GB 

150GB 

100GB 


ホットスペア ホットスペア 


図6 [イージーコンフィ グレーシヨ ン]ホットスペアの割り当て 
ゾ S.M.A.R.T. エラーを検出してし巧物理デバイスは、ホットスペアに使巧できません。 
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ホットスペアのモード 


イージー〕ンフイヴレーシヨンは、き用ホットスペアのみ作成します。共用ホットスペアは作成できません。 

論理朽イブを複数作成するときは、作成するすべての論理朽イプのき用ホットスぺ乃こな巧す。 

イージー〕ンフイヴレーシヨンで作成するき巧ホットスペアは、「同時に作成する論理ドライプの」 
1^1ま用ホットスペアになります。イージー〕ンフイヴレーシヨンを実行するとき同一 RAID コント □- 
ラに他の論理ドライブがすでにを在する場合、その論理ドライブのま用ホットスペアとはなほ 
せん。 


(例）イージ_〕ンフィヴレーシヨンで物理デパイス#!〜#7を使用して論理ドライブを2個、ホットスペアを1台 
作成するときは、物理デパイス#7は両方の論理ドライブのま用ホットスペアとなります。 


ご 

つ 





物理デバイス 
#1 #2 #3 

ホ 

I 論理ドライプ 





物理デパイス 
#4 #5 #6 


論理ドライブ 
#2 




物理デバイス 
#7 


専用 

ホットスペア 



物理デバイス#7は、イージー〕ンフイヴレーシヨンにより同時に作成する、 
論理ドライブがと論理ドライブ#2の両方のき用ホットスペアとなります。 


図 7 [イージー〕ンフイヴレーシヨン]専用ホットスペアの作成 1 


(例）イージー〕ンフィヴレーシヨンで物理デパイス#1〜#8で論理ドライブを2個、ホットスペアを2台作成する 
ときは、物理デバイス#7 とせ8 は論理ドライブ#1と#2の両方の専用ホッにペア(どちらの論理ドライブに 
巧してもホッにペアとして機能します)となります。 



物理デバイス 物理デパイス 物理デパイス 物理デパイス 

#1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8 



物理デバイス#7と#8は、論理ドライブがと論理ドライブ#2の 
両方の専用ホットスペアとなります。 


図 8 [イージー コンフイ グレーシヨ ン]き用ホットスペアの作成 2 
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論理ドライブを簡単に作成する 

Universal RAID Utility は、ガイドに従ス選択項目を2つ選巧するだけで論理朽イブを作成できる「論理ドライブの 
作成シンカレモード」をサポ—卜してしなす。 


「論理ドライプの作成シンプルモード」は、論理ドライブの RAID レベルと巧巧する物理デバイスのわずか2つの選が項 
目を指まする丹寸で論理朽イブを作成する機能です。 

「論理ドライプの作成シンプルモード」により論理ドライブを作成するメリットはな下のとも'りです。論理ドライブを作成す 
る際に検討しなければいけない選択項目は 、 Universal RAID Utility が代わりにみまします。 

• 2つの選巧項目 （ RAID レベル、使用する物理デバイス)を指まするだけで論理朽イブを作成できます。 

• RAID レベル、使用する物理デバイスな外の選択項目(容量、ストライプサイズ ..... etc ) は 、 Universal RAID 
Utility がすべて自動的に設定します。 


論理ドライブの作成シンプルモードの操作手順 


論理朽イブの作成シンプルモードで論理朽イブを作成する手順を説明します。 


手順 1 論理朽イブで使巧する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミンクで 
を続します。 


手順2 


raidcmd を実行する前に、な下のパラメータをみ定しておきます。 


説明 


RAID コントローラ 論理ドライプを作成する RAID コントローラの番号 

物理デバイス 論理ドライプの作成に使用する物理デバイスの番号 

作成する論理ドライブの RAID レペルにより必要な物理デバ’イスの台数が異な 
ります。 


RAID レペル 作成する論理朽イブの RAID レペル 

「論理朽イプの作成シンプルモード」は、 RAID レペルが RAID 1と RAID 5の 
論理ドライプを作成できます。 


手順 3 ホをしたパラメータを巧用して、 
raidcmd の mkids サブ〕マンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの mkids を参照 
してください。 


# raidcmd mkids -c 二 1 -p 二 3,4,5 -ri 二 5 


手順 4 確認メッ t - ジに yes と入力する 
と、論理朽イブを作成します。 


# raidcmd mkids -c=1 -p=l, 2, 3 -ri=5 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] 


手順 5 論理ドライブの作成が完了したら、 
raidcmd は正常終了します。この時点で、 
論理朽イブの作成は完了してしけす。作 
成した論理朽イブの内容は、 property サ 
ブコマンドなどで確認、できます。 

ただし、作成した論理朽イブの初期化は 
完了していない可能性があります。論理朽 
イブのネ刀期化の実行状況や結まは、叩 list 
サブコマンドで確認します。 


# raidcmd mkids -c=1 -p=l,2, 3 -ri=5 
raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : 

raidcmd created Logical Drive #2 ， and started to initialize it. 
You can see the progress and the result or initial ize by "opI ist 
and "property" commands. 
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論理ドライブの作成シンプルモードで使用できる物理デバイス 

論理ドライブの作成シンカレモ-ドで使巧できる物理デバイスは、「未使用の物理デパイス」です。「未使用の物 
理デバイス」とは、にね山 S ] (ステータス)别 Ready ] (レディ)の物理デバイスを指します。 

^ S . M . A . R . T . エラーを検出してし巧物理デバイスま、論理朽イブの作成に使巧できません。 

1^1 

論理ドライブの作成シンプルモードによる論理ドライブの作成 

論理ドライブの作成シンプルモードで作成する論理朽イブの内容について説明します。 

RAID レペル 

論理ドライブの作成シン刀レモードで作成できる論理朽イプの RAID レベルは、 RAID 1もしくは 、 RAID 5で 
す。 


論理ドライブの容量 


作成する論理朽イプの容量よ、 RAID レベルと使用する物理デバイスの容量により決ま姑す。 

論理ドライブの作成シンプルモードは、物理デバイスの領域をすべて巧巧して論理朽イプを作成します。 

論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライプのその他の選巧項目はな下のようにみまります。 

■ 選択項目 

値 ■ 

ストライプサイズ 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類によ0異な0ま 
す)。 

キ ヤツ シュモード 

RAID コントローラの既定値を使用します （ RAID コントローラの種類により異なりま 
す)。 

初期化モード 

完全 
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論理ドライブを自由に作成する 


Universal RAID Utility は、論理朽イプの選択項目を細かく指まして望みど’わりの論理ドライプを作成できる「論理ド 
ライブの作成カスタムモード」をサポートしてしなす。 


「論理ドライブの作成カスタムモード」は、論理朽イプの選択項目を細かく指まして論理ドライブを作成する機能です。 
様々な RAID レペルの論理朽イブを作成したり、空き容量があるディスウアレイを使用して論理朽イブを作成した0も 
できます。 

「論理ドライプの作成カスタムモード」により論理朽イブを作成する刈ットはな下のとおりです。 

• いろいろな RAID レベル (RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6, RAID 10, RAID 50) の論理朽イブを作成でき 
ます。 


• 選巧項目峰量、ストライプサイんキャッシュモ-ド、巧期化モ-ド)を細かく指定できます。 

• RAID レベルが RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6の論理ドライブを作成する場合、「未使用の物理デパイス」 
だけでなく、空き容量があるディスクアレイも使用できます。 


論理ドライブの作成カスタムモードの操作手順 

論理朽イブの作成カスタムモードで論理朽イブを作成する手順を説明します。 

手順1論理朽イブで使巧する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミンクで 
接続します。 

手順2 raidcmd を実行する前に、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID コントローラ 論理ドライプを作成する RAID コントローラの番号 


物理デバイス 論理ドライブの作成に物理デバイスを使巧する場合、使用する物理デバイスの 

番号 

作成する論理ドライブの RAID レペルにより必要な物理デバ’イスの台数が異な 
ります。 


ディスウアレイ 論理ドライブの作成にディスウアレイを使巧する場合、巧用するディスウアレイの 

番号 

RAID レペル 作成する論理朽イブの RAID レペル 

「論理朽イプの作成シンプルモード」は、 RAID レベルが RAID 1と RAID 5の 
論理ドライプを作成できます。 


容量 作成する論理ドライブの容量 

未使用の物理デバイスの全面を使用して論理ドライブを作成する場合は、容 
量指定を省略できます。 


ストライプサイブ 作成する論理ドライブのストライプサイブ 

RAID 〕ントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイブの指定を省略 
できます。 


キャッシュモード 作成する論理ドライプのキャッシュモード 

RAID コントローラの既定値を使用する場合は、ストライプサイブの指定を省略 
できます。 


ネ刀期化モード 論理ドライプの作成後に実行するネ刀期化の動作モード 

[ Full ] (完全)モードを推奨します。 [ Full ] (完全)モードの場合、お]期化モード 
の指定を省略できます。 
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手順 3 動作モードがスタンダードモードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブ〕マンドを使用し 
ます。詳細よ、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


# raidcmd runmode -md 二 a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


irO 論理ドライブの作成カスタムモードは、アドバンストモードでのみ使巧できる機能です。 

m 


手順 4 ホましたパラメータを使用し 
raidcmd の mkldc サブ〕マンドを実行 
す。詳細ま、コマンドリファレンスの m 
参照してください。 


して 、 n 
んま H 
kldc を ■ 


raidcmd mkldc 
m 二 Tu 11 


-p 二 3, 4. 5 - 


手順 5 確認メッセージに yes と入力す 
ると、論理朽イブを作成します。 


# raidcmd mkldc -c 二 1 -p 二 1,2,3 -r 1=5 -cp 二 100 -ss 二 64 -cm 二 auto 
-im=fu11 

raidcmd creates Logical Drive #2 
Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : 


手順 6 論理ドライブの作成が完了したら、 
raidcmd は正常終了します。この時点で、 
論理朽イブの作成は完了してしけす。作 
成した論理朽イブの内容は、 property サ 
ブコマンドなどで確認、できます。 

ただし、作成した論理朽イブの初期化は 
完了していない可能性があります。論理ド 
ライブの初期化の実行状況や結まは、 
opiist サブ〕マンドで確認します。 


# raidcmd mkldc -c 二 1 -p 二 1,2,3 -r 1=5 -cp 二 100 -ss 二 64 -cm 二 auto 
-i ni=f u 11 

raidcmd creates Logical Drive #2. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : 

raidcmd created Logical Drive #2, and started to initialize it. 
You can see the progress and the result or initial ize by "opI ist 
and "property" commands. 


論理ドライブの作成カスタムモードで使用できるディスクアレイと物理デ 
パイス 


論理ドライブの作成カスタムモードでは、作成する論理ドライブの RAID レベルにより、ディスクアレイ、もしくは、ホ 
使巧の物理デパイスを使用できます。 

S . M . A . R . T エラーを検出している物理デバイスま、論理ドライブの作成に使用できません。 

1^1 


RAID レペルが RAID 0, RAID 1 , RAID 5, RAID 6 の論理ドライブ 


空き領域が巧在するディスクアレイ、もしくは、未使用の物理デパイスを使用できます。「未使巧の物理デパイ 
ス」とは、 [ S ね tus ] (ステータス)洲 Ready ] (レディ)の物理デバイスを指します。 

空き領域が巧在するディスクアレイは、ディスクアレイの末尾の領域に存在する空き領域を使用できます。また、 
作成する論理ドライブの RAID レベルは、ディスクアレイ上で使用している領域に存在する論理ドライブの RAID 
レベルと同じでなければなりません。 


RAID レペルが RAID 10, RAID 50の論理ドライブ 


未使用の物理デバイスのみ使用できます。「未使用の物理デバイス」とは、 [ S ね tus ] (ステータス)别 Ready ] (レ 
ディ)の物理デバイスを指します。 
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論理ドライブの作成カスタムモードによる論理ドライブの作成 

論理ドライブの作成カスタムモードで作成する論理朽イブの内容について説明します。 


RAID レペル 


論理朽イブの作成シンプルモードで作成できる論理ドライプの RAID レベルは 、 RAID 0、 RAID し RAID 5、 
RAID 6 、 RAID 10 、 RAID 50 です。 

M ： RAID レペルは、 RAID 〕ントローラごとにサポートする内容が異なります。サポートしない RAID 

1 I レベルは選択できません。 


論理ドライブの容量 


作成する論理朽イプの容量よ、任意の容量を指まできます。ただし、作成する論理朽イブの RAID レベルが 
10、もしくは50の場合は、物理デバイスの領域をすべて使用して論理ドライブを作成します。 


論理ドライブの選択項目 


作成する論理ドライプのその他の選巧項目はな下のようにみまります。 


選択項目 値 


ストライプサイズ 1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 256 KB , 5口 KB , 1024 KB 

から選択できます。 

キャッシュモード な下の3つから選択できます。 

Auto Switch :バッテリの有無、状態により自動的に Write Back と Write 
Through を切り替えるモードです。 

Write Back :ホ同期書込みを行うモードです。 

Write Through :同期書込みを行うモードです。 

ネ刀期化モード な下の2つから選択できます。 

Full :論理ドライブの管理領域とデータ領域をネ刀期化します。 

Quick :論理ドライブの管理領域のみ初期化します。 


ストライプサイズ、キャッシュモードの種類は、 RAID コントローラごとにサポートする内容が異な 
I et I ります。サポートしない種類の値は選巧できません。 
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ホットスペアを作成する 


Universal RAID Utility は、障害が発生した物理デバイスを置換するために使用するホットスペアを作成できます。 
ホットスペアには、な下の2種類のモードがあ D ます。 



同一 RAID コントローラのすべてのディスウアレイのホットスペアとして使用できます。 
同一 RAID コントローラの特定のデイスウアレイのホットスペアとして使巧できます。 


共用ホットスペア 
専用ホットスペア 


いずれのモードにも'しても、ホットスペアとして機能するためにはな下の点に留意する必要があります。 

• ホットスペアは、同一のインタ フエースタ イプの物理デパイスで構成するディスクアレイにのみホットスペアとして機能 
します。 

• ホットスペアは、障害が発生した物理デパイスとホットスペアの容量が同じか、もしくは、障害が発生した物理デバ 
イスの容量がホットスペアの容量よりも小さい場合のみ機能します。 

• S . M . A . R . T . エラーを検出している物理デバイスは、ホットスペアとして使巧できません。 


共用ホットスペアとは 


共巧ホットスペアとは、同一 RAID コントローラのすべての論理朽イプのホットスペアとして機能するホットスペアで 
す。 

(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2がを在する RAID システムで共用ホットスペアを作成すると、 
共用ホットスペアは論理朽イブ#1 と#2 ①ホットスペアとして機能します。 




I 論理ドライブ論理ドライブ 



共用ホットスペアは、 RAID コント ローラの すべて 
の論理ドライブのホットスペアとして機能します。 


図 9 共巧ホットスペア 1 
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(例 2) 例 1 の RAID システムに論理ドライブ#3を追加した場合、共巧ホットスペアは論理朽イブ#3のホット 
スペアとしても機肯目します。 



共巧ホットスペアは、 RAID コント ローラの すべて 
の論理ドライブのホットスペアとして機能します。 

図 10 共用ホットスペア 2 


専用ホットスペアとは 

ま巧ホットスペアとは、同一 RAID 〕 ントローラの選巧した論理ドライブのホッにペアとして機能するホッにペアです。 
ま巧ホットスペアは、な下のような特徴があります。 

■ ま巧ホットスペアは、選択した論理朽イブのホットスペアとして機能します。 

選択してし々い論理朽イブにはホットスペアとして機能しません。 

■ 1台のき用ホットスペアを複数個の論理朽イブのま用ホットスペアとして作成することもできます。 

■ 1個の論理ドライプに複数のま用ホットスペアを作成できます。 

一 RAID レベルが RAID 0の論理朽イプが存在するディスクアレイロよ、ま用ホットスペアを作 
l > E»l 成できません。 


(例 1) RAID コントローラに論理ドライブ#1と#2がを在する RAID システムでま巧ホットスペアを作成します。 
作成する論理ドライブに論理朽イプ#1のみを選巧すると、ま用ホットスペアは論理ドライブがのホットス 
ペアとして機能します。論理ドライブ#2のホットスペアとしては機能しません。 



専用ホットスペアは、還巧した論理ドライブ 
#1 のホットスペアとしてのみ機能します。 


図 11 専用ホットスペア 1 
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(例 2) 例 1 とは異なり、き巧ホットスペアを作成する論理朽イブに論理ドライブがと論理ドライブ#2の両方 
を選択すると、き用ホットスペアは論理ドライブ# 1 と論理朽イブ# 2 の両方のホットスペアとして機能しま 
す。 



例 1) とは異なり論理ドライブ#2も選巧したため、論理ド 
ライブ#1と#2の両方のホットスペアとして機能します。 


図12専用ホットスペア2 


(例 3) 例1の RAID システムで、物理デパイスの障害発生に対する備えをさらに強化するため、論理ドライブ 
#1 の専用ホットスペアをもう 1 台追加することもできます。この場合、専用ホットスペア# 1 と# 2 は 2 台と 
も論理ドライブ# 1 のホットスペアとして機能します。論理ドライプ# 2 のホットスペアとしては機能しません。 



ま巧ホットスペア#1と#2は、2台とも論理ド 
ライブ#1のホットスペアとして機能します。 


図13ま用ホットスペア3 


(例 4) 例2の RAID システムも、例3のように論理ドライプ#し#2のき用ホットスペアをもう1台追加するこ 
ともできます。この場合、き用ホットスペア# 1 と# 2 は論理ドライブ# 1 と# 2 の両方のホットスペアとして機 
能します。 

私^ --1- 

，グ ■ "L - 1 ■ 

I 广 H 广 
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I 論理ドライブ論理ドライブ I 

I #1 #2 I 

^- 

専用ホットスペア#1と#2は、論理ドライブ#! 
と#2の両モのホットスペアとして機能します。 

図14専巧ホットスペア4 
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共用ホットスペアの作成 

共巧ホットスペアを作成する手順を説明します。 


手順1 


raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID コント ローラ ホットスペアを作成する物理デバイスが巧在する RAID コント ローラの 番号 

物理デバイス 共用ホクトスペアを作成する物理デバイスの香号 


手順2 決ましたパラメータを使巧して、 
raidcmd の hotspare サブコマンドを実行し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの 
hotspare を参照してくださし、。 


# raidcmd hotspare -c=1 -p=o -mr=make 
Make Global Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 


手順 3 共用ホットスペアを作成後、物 
理デバイスのプロパティを参照すると、 
[ Status ] ①値が [Hot Spare ] になり、新た 
に [Hot Spare Information ] とし、う項目を 
表示し、値が [ Global ] とな0ます。 


# raidcmd property -tg=pd -c=1 -p=6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Inter 干 ace 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate $112345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

Capacity 

146GB 

Status 

Hot Spare 

Hot Spare Information 

Global 

S. M.A.R.T. 

# 

Normal 


専用ホットスペアの作成 


ま巧ホットスペアを作成する手順を説明します。 

手順1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID コントローラ ホットスペアを作成する物理デバイスが巧在する RAID コントローラの番号 


物理デバイス ま用ホットスペアを作成する物理デバイスの香号 

専巧ホットスペアを作成する物理デバイスの容量;は、ホットスワップの対象とな 
るデイスウアレイで使用中の物理デバ’イスと同じ、もしくは、それな上である必要 
があります。 

デイスウアレイ 専用ホクトスペアのホクトスワクプの対象となるデイスウアレイの番号 


手順2 決ましたパラメータを巧巧して、 
raidcmd の hotspare サブコマンドを実行し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの 
hotspare を参照してくださし、。 


材 raidcmd hotspare -c=1 -p=o -mr 二 make -a=2 
Make Dedicated Hot Spare. 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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手順 3 専用ホットスペアを作成後、物 
理デバイスのプ□パティを参照すると、 
[ Status ] の値が [Hot Spare ] になり、新た 
に [Hot Spare Information ] としう項目を 
表示し、値が [ Dedicated ] となります。 


材 raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1 -p 二 6 

RAID Controller #1 Physical 

Device 拌 6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Inter 干 ace 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate $112345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

Capacity 

146GB 

Status 

Hot Spare 

Hot Spare Information 

Dedicated (Disk Array #2) 

S. M.A.R.T. 

# 

Normal 


ホットスペアの解除 

ホットスペアを解除する手順を説明します。 


手順1 


raidcmd を実行する前に、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID コント ローラ ホクトスペアを解除する物理デバイスが存在する RAID コント ローラの 番号 

物理デバイス ホクトスペアを解除する物理デバイスの番号 


手順2 ホをしたパラメータを使用して、 
raidcmd の hotspare サブコマンドを実行し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの 
hotspare を参照してください。 

手順3ホットスペアを解除後、物理デバ 
イスのプロパティを参照すると、 [ Status ] 

の値州 Ready ] にな0 、 [Hot Spare 
Information ] とし、 う項目は表示しません。 


材 raidcmd hotspare -c 二 1-p 二 6 -mr 二 remove 

Remove Hot Spare. 


Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
# 

# raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1-p 二 6 

RAID Controller #1 Physical 

Device #6 

ID 

5 

Enclosure 

1 

Slot 

6 

Inter 干 ace 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate $112345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

Capacity 

146GB 

Status 

Ready 

S. M.A.R.T. 

# 

Normal 
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論理ドライブを削除する 


Universal RAID Utility は、不要になった論理朽イプを削除できます。 


trC 論理ドライブの削除は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


為 


• 論理ドライブを削除する前に、論理朽イブ中に必要なデ-夕がを在しなしか確認してください。 
論理朽イブを削除すると論理ドライブ中のデータはすべて失われます。 


な下のを件を満たす論理朽イブは削除できません。 

1^1 • ブートパーテイシヨンが巧在する論理朽イブは削除できません。 

• ディスクアレイの最後に位置しない論理朽イプは削除できません。 


論理ドライブの削除 


論理朽イブを削除する手順を説明します。 

手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID 〕ントローラ 削除する論理朽イブが巧在する RAID 〕ン阳ーラの香号 

論理ドライブ 削除する論理ドライブの番号 


手順2 動作モードがスタンダー巧ードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブ〕マンドを使用し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


材 raidcmd runmode -md=a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


手順 3 決ましたパラメータを使巧して、 
raidcmd の delld サブ〕マンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの delld を参照 
してください。 


背 raidcmd delld -c=1 -1=2 
Delete Logical Drive #2 

Do you continue ? [yes(y) or no(n)] : yes 
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RAID システムの; I ンテナンス 


Universal RAID Utility を使用した RAID システムのメンテナンスについて説明します。 

物理デバイスをパト□-ルリードする 


「バトロールリード」は、 RAID システムのすべての物理デバイスに巧して、データの全面読み込みを行い、読み込みエラ 
-が発生しなしかをパッウヴうウンドで繰り返し確認する機能です 。 Universal RAID Utility は、パ阳ールリードの実行 
有無、パトロールリードを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

バトロールリードは、物理デバイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するために有効な機能です。パ阳ールリー 
ドをサポートする RAID 〕ントローラの場合、つねに実行するように L / C くださし、。 

I trO パトロ-ルリ-ドに関する操伸ホ、アドバンストモ-ドでのみ使用できる機能です。 


パ阳-ルリ-ド実行有無の確認 

パトロールリードの実行有無を確認する手順を説明します。 


手順 1 RAID 〕ントローラのプロパティを 
参照します。 raidcmd の property サブ〕 
マンドを使用します。バトロールリードの実 
行有無は 、 [Patrol Read ] 項目に表示し 
ます。 [ Enable ] であればバトロ-ルリ-ドを 
実行してし、ます。 [ Disable ；! であればパ阳 
-ルリ-ドを実行していません。 


持 raidcmd property -tg -c 二 1 


RAID Controller #1 


ID 

0 

Vendor 

LSI Corporation 

Model 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) ROMB 

Firmware Version 

1.12.02-0304 

Battery Status 

Normal 

Rebuild Priority 

High 

Consistency Check Priority 

Low 

Patrol Read 

Disable 

Patrol Read Priority 

Low 

Buzzer Setting 
# 

Enable 


RAID 〕ントロ-ラの種測こよってはパトロールリード機能をサポートしてし々いことがあ姑す。パト 
I 巴 H 口ールリ-ド機能をサポ-卜していない場合 、 [Patrol Read ] 項目を表示しません。 


パト□-ルリ-ド実行有無の設定 


パトロールリードの実行有無は、 RAID 〕ントローラごとに設定します。バトロールリードの実行有無を設まする手順 
を説明します。 


手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 


説明 


RAID コントローラ バトロールリードの実行ち無を設定する RAID コントローラの香号 

バトロ-ルリ-ドの実行 バトロールリードの有効/無効 


手順2 動作モードがスタンター巧ードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブ〕マンドを使用し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


# raidcmd runmode -md 二 a 

Changed running mode to "Advanced Mode 
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が I パ阳ールリード実行ち無の設定は、アドバンストモードでのみ使巧できる機能です。 

m 


手順3 ホをしたパラメータを使巧して、 
raidcmd の optctrl サブ〕マンドを実行しま 
す。詳細ま、コマンドリファレンスの optctrl 
を参照してください。 



手順4 実行結まは、 raidcmd の property サブ〕マンドで確認します。 


パトロ-ルリ-ドの実行結果の確認 


パトロールリードの実行結まは、 Universal RAID Utility の RAID □ヴで確認できます。 
バトロールリードで何らかの問題を検出したと封ま、 RAID □ヴに□ヴを記録します。 


パトロ-ルリ-ド優先度の設定 


パトロールリードをその〕ンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。パトロールリードの優先度を設 
定する手順を説明します。 


手順1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 


説明 


RAID コントローラ バトロールリードの優先度を設定する RAID 〕 ントローラの番号 

バトロールリードの優先度 バトロールリード優先度のを至後の値 

High , Middle , Low から選択します。 


手順2 動作モードがスタンタードモードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブコマンドを使用し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


材 raidcmd runmode -md=a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


调 =0 パト□-ルリード優先度の設定は、アドパンストモードでのみ使用できる機能です。 

m 


手順3 決定したパラメータを使用して、 
raidcmd の optctrl サブ〕マンドを実行しま 
す。詳細は、コマンドリファレンスの optctrl 
を参照してください。 



手順4 実行結果は、 raidcmd の property サブ〕マンドで確認します。 
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論理ドライブの整合性をチェックする 


「整合性チェッウ」は、論理朽イブのデータ領域のデータとパリティの整合性をチェッウする機能です。 Universal RAID 
Utility は、整合性チ I ックの起動、停止、整合性チ I ックを実行する優先度を変更する機能を提供します。 

整合性チェッウは、物理デパイスのメディアエラーなどの障害を早期に発見するためにパトロールリードに次いで有効な 
機能です。バトロールリードをサポートしない RAID コントローラの場合、定期的に整合性チェックを実行するようにしてく 
ださい。 Universal RAID Utility をインストールすると、バトロールリードをサポートしない RAID 〕ントローラロま、定期的 
に整合性チェッウを実行するよう設定します。 

I が1整合性チェックの起動、停山よ、スタンター巧ード、アドバンストモードのどちらでも使用できます。 
m 整合性チェックを実行する優先度の変更は、アドバンストモードでのみ使巧できる機能です。 


整合性チェックの手動実行 


整合性チェックは、論理ドライブごとに実行します。整合性チェックを起動する手順を説明します。 


手順1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しておきます。 



RAID コントローラ 整合性チェツウを実行する論理ドライブが巧在する RAID コントローラの番号 


論理ドライブ 整合性チェッウを実行する論理ドライブの番号 


■1^ 整合性チェックは、にね山 S ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン似外の論理ドライブへ実行でき 

let I ません。 

整合性チェックは、 RAID レペルが RAID 0の論理ドライプへ実行できません。 


手順2 ホをしたパラメータを使用して、 
raidcmd の CC サブコマンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの CC を参照し 
て〈ださい。 


# raidcmd CC -c 二 1 -I 二 2 -op 二 start 


手順3整合性チ I ツクを開始したら、 
raidcmd は正常終了します。整合性チエツ 
ウの実行状測ま、叩 list サブ〕マンドで確 
認します。詳細ま、コマンドリファレンスの 
叩 list を参照してください。 


材 raidcmd opiist 
RAID Controller#! 

Logical Drive #2 : Consistency Check (30%) 


整合性チェックのスケジュール実行 


Universal RAID Utility li . パト□-ルリードをサポートしない RAID コントローラでメディアエラーなどの障害を早期 
に発見できるように、整合性チェッウをスケジュール実行するように設定します。スケジュール実行には、 cron の機能 
を使用します。 

Universal RAID Utility をインストールすると、 cron にり^下のようなタスクを登録します。 



実行曜日 
開始時刻 
実行コマンド 
実す子アカウント 


水曜日 
AM 0:00 

/ opt / nec / raidcmd/raidcmd ccs 
root 
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実行スケジュールの変更や、タスクの削除は、 cron の機能で巧います。 cron の使いちについては、 man コマンドで 
cron (8)、 crontab ( l )、 crontab (5) を参照してくださし、。 

整合性チ::ックの停止 


実行中の整合性チェッウのオペレーシヨンを途中で停止することができます。整合性チェックを停止する手順を説明 
します。 

手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをま定しておきます。 



RAID コントローラ 整合性チェッウを停止する論理ドライブが巧在する RAID コントローラの番号 

論理ドライブ 整合性チェッウを停止する論理ドライブの番号 


手順2 決ましたパラメータを使巧して、 
raidcmd の CC サブコマンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの CC を参照し 
てください。 



手順 3 整合性チ I ックを停止したら、 
raidcmd は正常終了します。停止した整 
合性チェッウは、 opiist サブ〕マンドから消え 
ます。詳細よ、コマンドリファレンスの opiist を参照してくださし、。 


持 raidcmd opi 

list 

RAID Control I 
# 

ler #1 


整合性チ I ックの実行結果の確認 


整合性チ： E ッウの実行結まは 、 Universal RAID Utility の RAID □ヴで確認できます。 
整合性チェッウで何らかの問題を検出したときは 、 RAID □ヴにロヴを記録します。 


整合性チ王ック優先度の設定 

整合性チェッウをその〕ンピュータ内で実行する優先度を設定することができます。整合性チェッウの優先度を設定 
する手順を説明します。 

I m-O 整合性チェック優先度の設定は、アドバンストモードでのみ使巧できる機能です。 


手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 


説明 


RAID 〕ントローラ 整合性チェッウの優先度を設定する RAID 〕ントローラの番号 

整合性チェッウの優先度 整合性チ I ッウ優を度の変更後の値 

High , Middle , Low から選択します。 


手順2 動作モードがスタンタードモードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブコマンドを使用し 
ます。詳細よ、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


材 raidcmd runmode -md=a 

Changed running moae to "Advanced Mode 
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手順 3 ホをしたパラメータを使用して、 
raidcmd の optctrl サブ〕マンドを実行しま 
す。詳細ま、コマンドリファレンスの optctrl 
を参照してください。 


# raidcmd optctrl -c 二 1 -ccp 二 Middle 


手順 4 実巧結果は、 raidcmd の property サブ〕マンドで確認します。詳細ま、コマンドリファレンスの property を 
参照してください。 


論理ドライブを初期化する 


「初期化 J は、論理朽イブの全領蝴こ0を書き込み内容をミ肖去します。論理朽イプの内容をすべて消去したしたきに 
使用します。 


「初期化 J には、な下の2つのモードがあ D ます。 


完全 


論理ドライプの全領域に0を書き込み、内容を完全に消去します。 


クイッウ 論理ドライプの先頭の数ブロッウにのみ0を書き込みます。オペレーテインヴシステムのインス 

卜ール情報やバーテイシヨン管理情報のみ消去します。先頭の数ブロッウに0を書き込むだけ 
なので、完全モードよりも早〈終了します。ただし、0を書き込んでいない領域が存在するた 
め、論理朽イプ巧のデータの整合は整っていません。 


I trO 初期化に関する操作は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 

I EZO 

II 一 「クイック」モードでネ刀期化した論理朽イブに整合性チェックを行うと、整合が整っていないのでデータ 

II 不整合 エラーが 発生する場合があります。 

I ■; プートパーテイシヨンが存在する論理朽イブは初期化できません。 


初期化の実行 


初期化は、論理ドライブごとに実行します。初期化を実行する手順を説明します。 


手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しておきます。 


説明 


RAID コント ローラ お] 期化を実行する論理ドライプが巧在する RAID コント ローラの 番号 

論理ドライブ ネ刀期化を実行する論理ドライプの番号 



初期化は、 [ Status ] (ステータス)が [ Online ] (オンライン)な外の論理ドライブへ実行できません。 


手順 2 動作モードがスタンダー巧ードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブ〕マンドを使用し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


# raidcmd runmode -md 二 a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


43 





















手順 3 ホをしたパラメータを使用して、 
raidcmd の init サブ〕マンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの init を参照し 
て〈ださい。 


手順4初期化を開始したら、 raidcmd 
は正常終了します。初期化の実行状況 
は、 opiist サブ〕マンドで確認します。詳細 
は、コマンドリファレンスの叩 list を参照して 
ください。 


# raidcmd init -c 二 1 -I 二 2 -op 二 start 


材 raidcmd opiist 
RAID Controller#! 

Logical Drive #2 : Initialize (50%) 


初期化の停止 


実行中の初期化のオペレーションを途中で停止することができます。初期化を停止する手順を説明します。 


手順1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 


説明 


RAID コント ローラ あ]期化を停止する論理ドライプが巧在する RAID コント ローラの 番号 

論理ドライブ ネ刀期化を停止する論理ドライプの番号 


手順2 動作モードがスタンタードモードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブコマンドを使用し 
ます。詳細よ、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


材 raidcmd runmode -md=a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


手順 3 ホをしたパラメータを使用して、 
raidcmd の init サブ〕マンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの init を参照し 
て〈ださい。 


# raidcmd init -c 二 1 -I 二 2 -op 二 stop 


手順4初期化を停止したら、 raidcmd K 

は正常終了します。停止した初期化は 、I 
opiist サブ〕マンドから消えます。詳細ま、 ■ 
コマンドリファレンスの叩 list を参照してくださし、。 


初期化の実行結まの確認 


初期化の実行結まは、 Universal RAID Utility の RAID ロヴで確認できます。 
初期化で何らかの問題を検出したときは、 RAID ロヴにロヴを記録します。 
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物理デパイスをリビルドする 

「リビルド」は、故障などで物理デパイスを交換するとき、新しい物理デバイスを論理朽イブに組み込むことを指します。 
通常、リビルドは、スタンパイリビルドやホットスワップリビルドという RAID 〕 ントローラの機制こより、自動的にリビルドが動 
作します。そのため、手動でリビルドを行う機会はを〈ありませんが、手動でリビルドを行うときは 、 Universal RAID 
Utility を使用します。 

I H-C 手動でのリビルドは、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 


リビルドの実行 


化’ルドは、物理デバイスに実行します。リビルドを実行する手順を説明します。 

手順 1 リビルドで使用する物理デバイスを RAID 〕ントローラに接続する必要があるときは、このタイミンヴで接続 
します。 

手順2 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID 〕ントローラ リビルドを実行する物理デバイスが巧在する RAID 〕ントローラの番号 

物理デバイス リビルドを実行する物理デバイスの番号 


化’ルドは、物理デバイスの [ S ね tus ] (ステータス)が [ Failed ] (故障)、かつ、その物理デバイスを 
I け' I 使巧する論理朽イプの [ S ね tus ] ロテータス)洲縮退]のときに実行できます。 


手順 3 動作モードがスタンター巧ードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブ〕マンドを使用し 
ます。詳細ま、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


# raidcmd runmode -md 二 a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


手順 4 ホをしたパラメータを使巧して、 
raidcmd の reb 山 Id サブ〕マンドを実行しま 
す。詳細は、コマンドリファレンスの rebuild 
を参照してください。 



手順 5 リビルドを開始したら、 raidcmd は 
正常終了します。リビルドの実行が況は、 
opiist サブ〕マンドで確認します。詳細ま、 
コマンドリファレンスの opiist を参照して〈だ 
さい。 


# raidcmd opiist 
RAID Controller #1 

Physical Device #3(2) : Rebuild (70%) 


リビルドの停止 

実行中の化’ルドのオペレーシヨンを途中で停止することができます。リビルドを停止する手順を説明します。 
I fK> リビルドの停止は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 
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手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 


説明 


RAID 〕ントローラ リビルドを停止する物理デバイスが巧在する RAID 〕ントローラの番号 

物理デバイス リビルドを停止する物理デバイスの番号 


手順2 動作モードがスタンター巧ードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブコマンドを使用し 


# raidcmd runmode -md=a 

Changed running mode to Advanced Mode . 


ます。詳細ま、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


手順3 ホをしたパラメータを使用して、 
raidcmd の reb 山 Id サブ〕マンドを実行しま 
す。詳細は、コマンドリファレンスの rebuild 
を参照してください。 



手順4リビルドを停止したら、 raidcmd は 
正常終了します。停止したリビルドは、 

叩 list サブ〕マンドから消えます。詳細ま、 
コマンドリファレンスの叩 list を参照してください。 


dcmd opi 


リビルドの実行結まの確認 

リビルドの実行結まは、プロパティ、わよび、 Universal RAID Utility の RAID □ヴで確認できます。 

リビルドが成功すると、リビルドに使用した物理デバイスのプロパティのにね tus ] 洲加 line ] になります。 

化’ルドで何らかの問題を検出したときは、 RAID ロヴにロヴを記録します。 


物理デパイスの実装位置を確認する 


「実装位置の確認」は、特定の物理デバイスが、本体装置やエンウローソャのどのスロットに実装しているのか知りたい 
ときに使用します。具体的口ま、「実装位置の確認」は、指ました物理デバイスを実装してし巧本体装置やエンウ □- 
ジャの DISK ランプを点な(装置の種翻こよっては点滅)します。 DISK ランプが点灯している物理デバイスを探せば、「実 
装位置の確認」を実行した物理デパイスを特定できます。 


実装位置の確認手順 


実装位置の確認は、物理デバイスに実行します。実装位置の確認手順を説明します。 

frO raidcmd では、 DISK ランプの点な/ミ肖巧を識別できません。そのため、複数の物理デパイスで 
m 同時に DISK ランプを点なすると、物理デバイスの実装位置を確認できな〈なる可能性がありま 
す。物理デバイスの DISK ランプは、1台ずつ点灯して実装位置を巧認するようにしてくださし、。 
ランプを点灯した物理デバイスの番号をメモしてわくと、消灯するときに便利です。 


手順1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID コントローラ 実装位置を確認する物理デバイスが巧在する RAID 〕 ントローラの番号 


物理デバイス 実装位置を確認する物理デバイスのま号 
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# raidcmd slot I amp 


手順 2 実装位置を確認するために 
DISK ランプを点なするには、決定したパラ 
メータ を使用して、 raidcmd の slotlamp サ 
ブ〕マンドを- SW オプシヨソこ on を指まして実行します。詳細ま、コマンドリファレンスの slotlamp を参照してくださ 
い。 



手順 3 点灯した DISK ランプを消なする 
には、 raidcmd の slotlamp サブコマンドを 
-SW オプションに off を指定して実行しま 
す。 



物理デ パイスのステータスを 強制的に変更す る_ 

「物理デバイスのステータス強制変更」は、メンテナンス作業などで物理デバイスのステータスを強制的に[加 line ] (オン 
ライン)や[向 led ] (故障)に変更したいときに使巧します。通常の運用にも'いては使巧しなし、機能です。 

I trC 物理デバイスのステータス強制変更は、アドバンストモードでのみ使用できる機能です。 

m 

物理デバイスのステータス強制変强ま、物理デバイスの扶態峨障の度合いが大きいときなど)によつ 
I じりては変更したいステータスに変化しない可能性もあります。 


[ Online ] (オンライン)への変更 


物理デバイスのステータスを強制的に[加 line ] (オンライン)へ変更する口ま、強制オンラインを使用します。強制才 
ンラインを実行する手順を説明します。 


手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 


RAID コント ローラ 
物理デバイス 


ステー 5 スを強制的に [Online] (オンライン)にする物理デバイスが存在する 
RAID コント ローラの 番号 

ステータスを強制的に [Online] (オンライン)にする物理デバ’イスの香号 


手順2 動作モードがスタンター巧ードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブコマンドを使用し 
ます。詳細よ、コマンドリファレンスの runmode を参照してくださし、。 


材 raidcmd runmode -md=a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


手順 3 ホをしたパラメータを使巧して、 
raidcmd の S 怯 pd サブ〕マンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの stepd を参 
照してください。 


# raidcmd stspd -c 二1 -p 二4 -st 二 on I me 
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手順 4 stspd サブ〕マンドが成巧すると、 
物理デバイスのに tatus ] が [ Online ] に 
なります。 


材 raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1 -p 二 3 

RAID Controller #1 Physical 

Device 拌 3 

ID 

Enclosure 

Slot 

2 

1 

3 

Inter 干 ace 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 $S 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Online 

S. M.A.R.T. 

# 

Normal 


[ Failed ] (故障)への変更 


物理デバイスのステータスを強制的に [ Failed ] 识障)へ変更する口ま、強制才乃インを使用します。強制オフライ 
ンを実行する手順を説明します。 


手順1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみ定しても'きます。 



RAID コントローラ ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デバ’イスが巧在する RAID コ 

ントローラの番号 

物理デバイス ステータスを強制的に [ Failed ] (故障)にする物理デパイスの番号 


手順2 動作モードがスタンダードモードの 
場合は、アドバンストモードに変更します。 
raidcmd の runmode サブコマンドを使用し 
ます。詳細は、コマンドリファレンスの runmode を参照して〈ださい。 


材 raidcmd runmode -md=a 

Changed running moae to "Advanced Mode 


手順 3 ホをしたパラメータを使用して、 
raidcmd の S 怯 pd サブ〕マンドを実行します。 
詳細ま、コマンドリファレンスの stspd を参 
照して〈ださい。 



手順4 stspd サブ〕マンドが成巧すると、 
物理デバイスのにね tus ] が[向 Ned ] にな 
ります。 


材 raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1-p 二 3 

RAID Controller #1 Physical 

Device 拌 3 

ID 

2 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Inter 干 ace 

SAS 

Vendor/Model 

SEAGATE ST 936751 $S 

Firmware Version 

0001 

Serial Number 

3PE073VM 

Capacity 

33GB 

Status 

Failed 

S. M.A.R.T. 

# 

Normal 
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RAID システムの障害監視 


Universal RAID Utility は、 RAID システムの障害を監視するために、さまざまな手段を提供してしなす 。 Universal RAID 
Utility が提供する障害監視機能をイメージにするとな下のようになります。 


Universal RAID Utility 


為 



raidcmd 




T 障害検出手段 2 

A 山 ■ゴ の， raid システムで 

障害検出手段 1 発生したすべての 

RAID コントローラ イベントを RAID 口 

が検出する RAID ヴへ記録ふます。. 

システムの 障害は 或口？の巧ミ 
^ か md でま示し I _: 

す。 


障害検出手段 3 
RAID コント ローラ 
にブザーを搭載し 
てし巧場合、障害 
の発生をブザーを 
鳴らして知らせま 
す。 



RAID システム 







保守サービス会社 


ESMPRO/ServerManager 


障害検出手段 4 

RAID ログに記録 
するイペントのう 
ち、重要なものは 
syslog にも記録し 


障害検出手段 5 
s | slog に記録したイベント 

ESMPRO/ServerManag 
er ヘア ラートを送イ言しま 
す。また、 Express 通報サ 
-ビスこより、保守サービス; 
会社にもアラートを送信し 



Linux 

sysloa 


図 15 RAID システムの障害監視イタージ 


本章では 、 Universal RAID Utility を使用した RAID システムの障害監視について説明します。 


障害検出の手段 


Universal RAID Utility は、「図15 RAID システムの障害監視イメージ」のように様々な障害検出手段を提供してい 
ます。な下、それぞれについて説明します。 


raidcmd によるが態表示 


raidcmd の property サブ〕マンドにより、 RAID システムの各•コンポーネントの状態を参照できます。プロパティの表示 
内容については、 「 RAID システムの情報参照」を参照してください。 

RAID ログへのイペントの記録 


Universal RAID Utility は、 RAID システムで発生したイベントをすべて Universal RAID Utility の RAID □ヴに記 
録します 。 RAID □ヴの詳細はな下のとわりです。 
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パスとファイル名 


文字 コー 


/ var / log / raidsrv / raid.log UTF -8 

RAID ロヴ I の内容は、テキスにディタなどで参照できます 。 RAID ログを参照するときは文字〕ードにミ主意して〈ださ 
い。 

RAID ロヴに登録するイベントの詳細については、「付録 B : ロヴ1/イベントー覧」を参照して〈ださい。 

RAID 〕 ントローラのブザー 

RAID コントローラにブザーを搭載している場合、発生した障害の種類によっては RAID 〕 ントローラがブザーを鳴らし 
ます。 


ブザーの停止 

RAID コントローラのブザーは、手動で停止しない限り鳴り織寸ます。ブザーを停止する手順を説明します。 
手順 1 raidcmd を実行する前こ、な下のパラメータをみましても'きます。 



RAID コントローラ プザーを停止する RAID コントローラの番号 


手順2決定したバラメータを使用し 
て、 raidcmd の sbuzzer サブ〕マンドを 
実行します。詳細ま、コマンドリファレン 
ス① sbuzzer を参照してください。 



syslog へのイペントの記録 


Universal RAID Utility は 、 RAID ロヴに記録した RAID システムのイベントのうち、重要なイベントは syslog にも 
記録します。 

syslog に記録するイベントについては、「付録 B : ロヴンイベントー覧」を参照してください。 

ESMPRO / ServerManaaer へのアラート送信 


Universal RAID Utility I ま、 syslog に記録し t RAID システムのイベントのうち、コンピュータの運用管理に影響が 
ある重要なイベントを ESMPRO / ServerManager ヘアラートとして送信します。アラートの送信口ま、 
ESMPRO / ServerAgent のイベント監視機能を使用します 。 Universal RAID Utility をインストールしている〕ンピュ 
-夕に ESMPRO / ServerAgent をインストールし、かつ、アラートを送信する設定を行うと 、 Universal RAID Utility 
が検出する RAID システムのイベントは、自動的に ESMPRO / ServerManager ヘアラート送信されるようになりま 
す。 

ESMPRO / SetverManager へ通報するアラートについては、「付録 B : ロヴ/イベントー覧」を参照してくださし、。 

M ： ESMPRO / ServerAgent のアラート送信については、 ESMPRO / ServerAgent のドキュメントなど 

10 1を参照してください。 


ESMPRO / AlertManager の通報連携を使用するには 


ESMPRO / SetverManager へ送信したアラートを、マネージャ間通信機能で転送したり、 
ESMPRO / AlertManager の通報連携で使用したりするときは、 ESMPRO / ServerManager をインストールして 
いるコンピュータにな下のレジストリを追加します。 


50 


















レジストリキー 

x86 の場合： 

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥URAIDUTL 
x64 の場合： 

HKEY LOCAL MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥NEC¥NVBASE¥AlertViewer¥AlertType¥UR 
AIDUTL 


値 


名前 

種類 

データ 

WavDefault 

REG_SZ 

Server.wav 

AniDefault 

REG_SZ 

Default.bmp 

Image 

REG_SZ 

Default.bmp 

Smalllmaae 

REG_SZ 

Default.bmp 


アクセス権 

オペレーテインヴシステムが Windows XP(Home Edition は除く )、 Windows 2000、 Windows Server 2003 、 
Windows NT の場合は、前述のレジストリキーにじ I 下のアウセス権を設定します。 


[名前 

種類 1 

Administrators 

スロント □- ル 

Everyone 

読み取り 

SYSTEM 

：7ル]ント□-ル 

ESMPRO ユーザグループ 

：7ル]ント□-ル 


M ： ESMPRO ユーザグループは、 ESMPRO/ServerManager のインストール時に指定した、 

I じ H ESMPRO を使巧するユーザを管理するクループの名称です。ヴループ名がわからない場合、 
じ I 下のレジストリを参照します。 

レジストリキー : HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥NEC¥NVBASE 
値 : LocalGroup 
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物理デパイスの故障を監視する 


RAID 〕ントローラが検出する物理デパイスの故障は 、 Universal RAID Utility ではな下の手段で監視できます。 


raidcmd 

RAID ロヴ 

ブ ザー 

syslog 

アラ-卜 

0 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依存します 

0 

0 


論理朽イブで使用する物理デバイスが故障すると、物理デバイスの状態は [ Failed ] 峨障）に変化します。ま t そ 
の物理デバイスを使用する論理朽イプの状態も、その冗長性の状況により [ Degraded ] (縮退)、もしくは、 

[ Offline ] (オフライン)に変化します。物理デバイス、論理朽イブの状劇ま、その問題を解決するまでその状態を保持 
します。 


物理デバイスの状態の変化と raidcmd の表示 

raidcmd は、物理デパイス、論理ドライブの状態を、プロパティに表示します。 


な下、物理デパイスの状態の変化による、 raidcmd の表示に 
ついて説明します。 


[ 図の説明 ] 

論理朽イブ 
^"1 物理デバイス 
^ —■ I 物理デバイス ( ホットスペア ) 
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物理デパイスが故障してし々いとき 


論理ドライブで使用しているすべての物理デパイスの状態 
が正常 ([Sta 山 S] 洲加 line ]) のときは、論理ドライブの状 
態はオンライン ([Sta 山 S ] が [ Online ] 化なります。この状 
態は raidcmd ではな下のように確認できます。 



#1 #2 #3 #4 

[オンライン][オンライン][オンライン][ホットスペア] 


# raidcmd property -tg 二 Id -c 二 i -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 


Physical Device Number 
Disk Array Number 
RAID Level 
Stripe size 
Capacity 

Cache Mode (Current) 

レ acne ivioae twtiingj 
Status 


5 

64KB 

146GB 

Write Back 

AUIO ciw'tch 

Online 


> 論理ドライプのプロパティの 

[ S ね tus ] は [ Online ] 


# raidcmd property -tg 二 pd -c 二 i -p 二 1 
RAID Controller #1 Physical Device #1 


ID 

Enclosure 

Slot 

Inter 干 ace 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 

Status 

Q M A R T 


1 

1 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 


すぺての物理デバイスのプ□パティの 

[ Status ] は [ Online ] 


# raidcmd property -tg 二 pd - 
RAID Controller が Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Inter 干 3ce 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 

レロ [ j 幻レ I し y 

Status 


Device #2 


SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 


# raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1-p 二 3 


RAID Controller #1 Physical 
ID 

Enclosure 

Slot 

Inter 干 ace 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 

レ过 pacILy 

Status 


Device #3 


SAS 

Seagate ST じ 345678 
BK09 
1111 


図 16 raidcmd の表示(物理デバイス正常) 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブの冗長性が化下、もしくは、冗長性を失ったとき 


論理ドライブで使用している物理デバイスが1台レス上故 
障して(にね山 S ] 洲向 Ned ]) 論理朽イブの冗長性があ 
下 (RAID レペル6の場合、1台故障)、もし〈は、冗長性を 
失った (RAID レベル1と RAID レベル5の場合は1台ま 
での故障、 RAID レベル6の場合は2台までの故障）、論 
理朽イブの状態は縮退 ([S ね山 S ] が [ Degraded ]) とな 
ります。この状態を RAID ビューアはな下のように表示しま 
す。 



#1 #2 拌ス #4 

[ オンライン ][ オンライン ] [ 巧障 ] [ ホットスペア ] 


# raidcmd property -tg 二 Id -c 二 i -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 
ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 3 

Disk Array Number : 1 

RAID Level : 5 

Stripe Size : 64KB 

Capacity : 146GB 

Cache Mode (Current) : Write Back 

レ 3cne ivioae 、な eitingj . rtuto な wiici 

Status : Degraded 


論理ドライプの冗長性を失ったた 
め、プ□バティの [ Status ] が 
[ Degraded ] にを更 


冉 raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=1 

RAID Controller#! 

Physical Device #1 

ID 

: 0 

Enclosure 

: 1 •屈 

Slot 

Inter 干 ace 

: SAS •• ••ツ 而 

Vendor/Model 

: Seagate $T1 234567 も •* IStt 

Firmware Version 

: BK09 ； •• 

Serial Number 

:1111 •••••• 

じ apacity 

: l 4 bUB ••• •• 

Status 

:加 line 1 "• ; 

O .けしけ. l\. 1 . 

せ 1-~ —- 

. I、UI 1110 1 ご 


itus ] は [ Online ] 


# raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=2 = 

RAID Controller #1 

Physical Device 拌 2 • 

ID 

: 0 : 

Enclosure 

:1 : 

Slot 

: 2 : 

Inter 干 ace 

: SAS •• 

Vendor/Model 

: Seagate $112345678 

Firmware Version 

: BK09 •• 

Serial Number 

:1111 

レ过 yd レ iLy 

I4UUD 

Status 

O II A n T 

: Online 1 

- ki _ 1 f 

せ 1 - 


冉 raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1 -p 二 3 
RAID Controller が Physical Device #3 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot : 3 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 

レ过 [jauiLy iHuuD 

Status : Failed 


SAS 

Seagate ST12345S78 
BK09 
1111 


故障した物理デパイスのプロパティの 

[ Status ] は [ FaHed ] にを更 


図17 raidcmd の表示(論理ドライブ冗長性喪失） 


54 








































■; 論理朽イブの状劇よ、 RAID レベルと故障した物理デバイスの台数によりみま D ます。 

1 I RAID レベルが RAID 10および RAID 50で故障した物理デバイスが2台のときは、どの物理 
デバイスが故障したかにが、縮退かオフラインのどちらかの状態とな0ます。 


RAID レペル 


故障した物理デパイスの台数 



0 台 

1台 

2台 

3台お上 

RAID 0 

オンライン 

オフライン 

オフライン 

オフライン 

RAID 1 

オンライン 

縮退 

オフライン 

- 

RAID 5 

オンライン 

縮退 

オフライン 

オフライン 

RAID 6 

オンライン 

縮退 

縮退 

オフライン 

RAID 10 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 

RAID 50 

オンライン 

縮退 

縮退/オフライン 

オフライン 
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故障した物理デバイスを交換し、 RAID システムを復旧したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを使い 
織寸ると、物理デバイスがさらに故障したとき論理朽イブ 
のデータを失う可能性があ D ます。冗長性がほ下した論理 
ドライプが巧在するときは、ホットスペアや、故障した物理デ 
パイスの交換により論理ドライブを復旧します。 

ホットスペアや、故障した物理デバイスの交換でリビルドが 
動作すると、物理デパイスの状態はリビルド中 ([Sta 山 S ] が 
[ Rebuilding ]) に変化します。 

この状態は raidcmd ではな下のように確認できます。 


RAID システムの状態 

> 

一#1[縮退] 

, RAID レペル日 


B 


Q 

#1 #2 
[オンライン][オンライン] 


B 

#3 

[な哟 


#4 

[リ ビルド 中] 


# raidcmd property -tg 二 Id -c 二 i -1=1 
RAID Controller #1 Logical Drive #1 
ID : 0 

Physical Device Number ： 1, 2, 

Disk Array Number : 1 

RAID Level : 5 

Stripe Size : 64KB 

Capacity : 146GB 

Cache Mode (Current) : Write 


レ acne ivioae 、な eitingj 

Status 


5 

64KB 

146GB 

Write Back 

rtUIO な WI て Cl 

Degraded 


リピルドが完了するまでは、論理ド 
ライプのプロバテイの[況 atus ] は 
[ Degraded ] のまま 


# raidcmd property 

-tg=pd -c=1 -p=3 

RAID Controller #1 

Physical Device #3 

ID 

: 0 

Enclosure 

: 1 •パ 

Slot 

: 3 ••••.. 

Inter 干 ace 

: SAS ‘• 

Vendor/Model 

: Seagate $112345673 

Firmware Version 

: BK09 

Serial Number 

:1111_ / 




リビルド開始後の故障した物理デバイス 
は、 RAID コント ローラの 種類や発生した 
障害の種類により、 [ S ね tus ] が 
[ Ready ] になったり、物理デバイスの巧 
在を認識できな<なった0、あるいは、 

[ S ね tus ] が [ Failed ] のままになった 
0、いろいろな結果が考えられます。 


# raidcmd property -tg 二 pd -c 二 i -p 二 4 
RAID Controller #1 Physical Device #4 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot : 4 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 


レ aya じ ILy 

Status 


SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 


ホットスペアの [ Status ] は 
[ Rebuilding ] に変更 


I WUD 

RebuiI ding 


図 18 raidcmd の表示(物理デバイスのリビルド） 


リビルドにより論理朽イブが復旧すると、論理朽イブの状態はオンライソこなります。 raidcmd ①表示は、「物 
理デパイスが故障してし々いとき」と同じ内容に戻ります。 
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物理デパイスが故障し、論理ドライブが停止したとき 


論理ドライブの冗長性を失ったまま RAID システムを巧い続け、 
物理デバイスがさらに故障すると論理朽イブは停止します 
( RAID レベル1と RAID レベル5の場合は2台な上の故障、 
RAID レベル6の場合は3台な上の故障）。論理ドライプが 
停止すると、論理ドライブの状態はオフライン ([ S ね tus ] が 
[ Offline ] 化なります。オフラインとなった論理ドライブのデータ 
は失われてしましけす。故障した物理デパイスをすべて交換し、 
RAID システムを構築しなも'します。 

この状態は raidcmd ではな下のように確認できます。 


RAID システムの状態 


Q 

#1 

[ オンライン ] 


Q 

い 


#1 [オフライン] 
RAID レペル 5 


Q B 

#2 #3 


[故障] [故睹] 



RAID Controller #1 Physical Device #2 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot : 2 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate : 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 


SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 


巧障した物理デバイスよ、両方と 
もプロバティの [ Status ] が 
[ Failed ] に変更 


d # raidcmd property -tfi=pd -c=1 -p=3 I 

RAID Controller #1 Physical 

Device #3 

ID 

0 

Enclosure 

1 

Slot 

3 

Inter 干 ace 

SAS 

Vendor/Model 

Seagate ST1 2345678 

Firmware Version 

BK09 

Serial Number 

1111 

厂 * VW ド！ UW 1 U J 

1 Status 

Failed 

J Q M A P T 

Mrvrmo 1 

ll _ 



図19 raidcmd の表示(論理ドライブの惇止） 
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パッテリの状態を監視する 


RAID 〕ントローラが検出するバッテリの状態は、 Universal RAID Utility ではな下の手段で監視できます。 


raidcmd 

RAID □ヴ 

ブザー 

syslog 

アラ-卜 

0 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依をします 

0 

0 


Universal RAID Utility は、 RAID コントローラに搭載しているバッテリのイベントを監視します。検出したバッテリのイペン 
卜は、 RAID □ヴに記録します。 まも' バッテリの問題を示すイベントの場合、バッテ川犬態を RAID コントローラの状態と 
して反映します (RAID コントローラの状態を [Warning] にを化)。バッテリの状劇ま、その問題を解決するまで RAID 〕 
ントローラの状態として保持します。 


パッテリに問題がなし化き 

バッデ J の状態が正常のとき、 raidcmd ではな下のように確認できます。 


# raidcmd property -tg 二 rc -c 二 1 


RAID Controller #1 
ID 

Interface 
Vendor 
Model 


I r I r iiiwar t 

Battery 

T ._ ： J. ； _ I ： 


Status 


Rebuild Priority 
Consistency Check Priority 
Patrol Read 
Patrol Read Priority 
Buzzer Setting 


SAS 

LSI Logic 

MegaRAID SAS PCI Express(TM) 


1.1 W-U と 

Normal 


High 

High 

Enable 

Low 

Enable 


RAID コントローラのプロバテイの 

[Battery Status ] は [ Normal ] 


図20 raidcmd の表示(バッテリ正常) 


バツテリに問題があるとき 

バ、灯リに問題があるとき、バツテリの状態は警告 ([Battery Status] が [Warning]) となります。 


# raidcmd property -tg 二 rc -c 二 1 


RAID Controller #1 
ID 

Interface 

Vendor 

Model 

厂 I f iiiw 过 r c vtff sI uii 

Battery Status 

T.—; ム ； _l ： _ . O'.; 丄 .. 

1111 c I I I V I I ivi I c j 

Rebuild Priority 
Consistency Check Priority 
Patrol Read 
Patrol Read Priority 
Buzzer Setting 


0 

SAS 

し SI Logic 

MegaRAID SAS PCI Express (TM) 

1.1 4-U と 

Warning 


RAID 〕ント□-ラのプ□パテイの 

[ Ba け eryS ね tus ] は 
[ Warning ] に変更 


図21 raidcmd の表示い的テリの問題) 
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エンク□ージヤの状態を監視する 


RAID コント□-ラが検出するエンクロージヤの状態は 、 Universal RAID Utility ではな下の手段で監視できます。 


raidcmd 

RAID □ヴ 

ブザー 

syslog 

アラ-卜 

X 

0 

RAID 〕 ントローラの 
機種に依をします 

0 

0 


Universal RAID Utility は、 RAID コントローラが検出したエンクロージャのイベントを監視します。検出したエンウロージ 
ャのイベントは 、 RAID ロヴに記録します。 また、 重要なイベントは、 syslog へロヴ’を記録した0、 
ESMPRO/ServerManager ヘア ラートを送信したりします。 


RAID ロヴに記録するイベント、 syslog へ記録する口ん ESMPRO / ServerManager へ送信するアラートにつし、ては、「 
付録 B : ロヴ1/イベントー覧」を参照して〈ださい。 


RAID システムのさまざまなイペントを監視する 

RAID コン阳ーラが検出するその他のイベントは 、 Universal RAID Utility ではな下の手段で監視できます。 


raidcmd 

RAID □ヴ 

ブザー 

syslog 

アラ-卜 

X 

0 

RAID コント ローラの 
機種に依をします 

0 

0 


Universal RAID Utility は、これまでに説明した物理デバイスの故障、パッテリのイベント、エンク□ーソャのイベントな外 
にも、 RAID システムの様々なイベントを監視します。検出した RAID システムのイベントは、 RAID ロヴに記録します。ま 
た、重要なイベントは、 syslog へ□ヴ I を記録したり、 ESMPRO / ServerManager ヘアラートを送信したりします。 

なわ、このカテゴリで監視するイベントは、 raidcmd のプロパティ例 S ね tus ] には状態を反映しません。 

RAID □ヴに記録するイベント、 syslog へ記録する□义 ESMPRO / ServerManager へ送信するアラートについては、「 
付録 B : □クンイベントー覧」を参照してください。 


物理デパイスを予防交換する 


物理デバイスが S . M . A . R . T .( Self - Monitoring , Analysis and Reporting Technology ) をサポートし、かつ 、 RAID コン 
トローラがその S . M . A . R . T . エラーを検出できる場合 、 Universal RAID Utility は、その S . M . A . R . T . エラーをな下の手段 
で監視できます。 


raidcmd 

RAID □ヴ 

ブザー 

syslog 

アラ-卜 

0 

0 

RAID コントローラの 
機種に依存します 

0 

0 


Universal RAID Utility は、物理デバイスの S . M . A . R . T . エラーを監視します。 S . M . A . R . T . エラーを検出したときは、その 
イベントを RAID ロヴに記録します。また、物理デバイスの S . M . A . R . T . のが態を物理デパイスの状態として反映します 
(物理デバイスのが態を[警告]に変化)。物理デバイスの状劇ま、 S . M . A . R . T . エラーを解決するまで物理デバイスの 
状態として保持します。 
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S.M.A.R.T. エラーを 検出していなし、とき 

S.M.A.R.T. エラーを検出して し、 ないとき、 raidcmd ではな下のように確認できます。 


# raidcmd property -tg 二 pd -c 二 i -p 二 1 
RAID Controller #1 Physical Device #1 
ID : 0 

Enclosure : 1 

Slot : 1 

Interface : SAS 

Vendor/Model : Seagate 

Firmware Version : BK09 

Serial Number :1111 

Capacity : 146GB 


1 ごし过 LUS 

• uri 11 ne 

1 S. M.A. R. T. 

: Normal 

J - 



1 

1 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 
146GB 


S . M . A . R . T . エラーを検出していな 
ければ、物理デバイスのプ□パティの 

[ S . M . A . R . T .] は [ Normal ] 


図22 raidcmd の表示 ( S . M . A . R . T . エラー正常） 

S.M.A.R.T. エラーを検出したとき 

S.M.A.R.T. エラーを検出したとき、物理デバイスの状態は警告 ([S.M.A.R.T.] が [Detected]) となります。 


材 raidcmd property -tg 二 pd -c 二 1 -p 二 1 
RAID Controller が Physical Device #1 


Enclosure 

Slot 

Inter 干 ace 
Vendor/Model 
Firmware Version 
Serial Number 
Capacity 

OL 过 LU5 

S. M.A.R.T. 


1 

1 

SAS 

Seagate ST1 2345678 
BK09 
1111 
146GB 
uri 11 ne 
Detected 


S . M . A . R . T . エラーを 検出した物 
理デバイスのプロバティの 
'[ S . M . A . R . T .] は [ Detected ] 

に変更 


図23 raidcmd の表示 ( S . M . A . R . T . エラー検出） 
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Universal RAID Utility の設定変更 


Universal RAID Utility の設定変更について説明します。 

Universal RAID Utility が使用する TCP ポートを変更 

する 


Universal RAID Utility が使用する TCP ポートが他アプリケーンヨンなどで使用する TCP ポートと競合する場合、 
Universal RAID Utility の使用する TCP ポートを変更できます。 


手順1管理を権限を持つユーザで□ヴインします。 

1 ^1 TCP ポートの変更は管理を権限を持つユーザで行います。管理ち権限を持つユーザでなけ 
rT 3 れば、 TCP ポートは変更できません。 


手順2 raidcmd を実行してし巧ときは停止します。 


手順3 raidsrv サービスを停止します。 


# /etc/init. d/raidsrv stop 
Stopping raidsrv services ： 


[socket] 

data Dort=52805 
event Dort=b 2806 


手順 4 はじめに raidsrv サービスの設定フ 
ァイルを編集します。 raidsrv サービスの設定 
ファイルは、 

/etc/opt/nec/raidsrv/raidsrv.conf です。 

テキスにディタなどで設定ファイルを開き、 [socket] t ウシヨンの data port と event port の番号を 
Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します。修正したら、 raidsrv.conf の内容を保巧します c 


手順5 次に raidcmd の設定ファイルを編 
集します。 raidcmd の設定ファイルは、 
/etc/opt/nec/raidcmd/raidcmd.conr で 
す。テキストエディタなどで設定ファイルを開 


[network] 
ip=127.0. 0. 1 
Dort=52805 
[log_system] 

mflY ci7p 二 10000 


き、 [network] セクションの port の番号を Universal RAID Utility が使用できる TCP ポートに修正します。 
raidsrv サービスの data port の番号と port の番号に同じ値を指定します。 raidcmd は TCP ポートを 1 つしか 
使用しません。修正したら、 raidcmd.conf の内容を保巧します。 


手順6 2つの設定ファイルを修正したら、 

raidsrv サービスを開始します。 


# /etc/init. d/raidsrv start 


Starting raidsrv services ： 

# 

[OK] 


手順7 raidsrv サービスが開始したら TCP ポートの変更作業は完了です。 
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raidcmd 〕マンドリファレンス 


raidcmd のサブコマンドのコマンドリファレンスです。 

CC 

m 要] 

論理朽イブで整合性チェックを開始、もしくは実行中の整合性チェックを停止します。 

[形式] 

raidcmd cc -c-<controller> -1 =< loaicaldrive> -op={start|stop} 


サブコマンドバ ラメー 5 



- c =< controlier > 
- l =< loglcaldrive > 
- op ={ start | stop } 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 
処理対象の論理ドライプを指定します。 
< logicaldrive > :論理ドライプ香号 
整合性チェクウの開始、停止を指定します。 
start :開始 


stop :悼止 


[説明] 

指定した論理ドライブで整合性チェックを開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中の整合性チェックを 
停止します。 

[を件] 

整合性チ I ッウの開樹ま、 [Status] (ステータス)が [Online] (オンライン)の論理朽イブに実行できます。 

整合性チ I ッウの停山ま、にね tus] (ステータス)州 Online] (オンライン)、もしくは、 [Degraded] (縮退)の論理ドラ 
イブに実行できます。 


CCS 


[概要] 

バトロールリードをサポートしない RAID コント□-ラに巧在する論理朽イブで整合性チェッウを開始します。 

[お式] 

raiacmd ccs 

[説明] 

コンピュータにを在する RAID 〕ントローラのうち、バトロールリード機能をサポートしないすベての RAID 〕ントローラの 
すべての論理ドライブで整合性チェッウを開始します。 

[を件] 

[Status] ロテータス)例加 line] (オンライン)の論理ドライブに整合性チェッウを実行します。 


delld 

m 要] 

論理朽イブを削除します。 

[形式] 

raidcmd delld -c 二 < controller -\ 二 <log に aldrive> [-y] 
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[ サブコマンド パラメー タ 

説明 1 

-c=<controller> 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 

-1 =< logical 曰 rive> 

処理対象の論理ドライプを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライブ香号 

[- y ] 

論理ドライプ削除の実行確認か t - ジを表示せずに、た 
だちに論理ドライブを削除します。 


[説明] 

指ミした論理朽イブを削除します。 

削除できる論理ドライブ 

1つのディスクアレイに複数の論理ドライプが存在する場合、ディスクアレイの最後尾に位置する論理ドライブの 
み削除できます。ディスクアレイの先頭、もしくは、途中に巧在する論理朽イブは削除できません。 

ま t プートバーティシヨンが巧在する論理ドライブは削除できません。 

ディスウアレイの削除 

指ました論理朽イブを削除すると、ディスウアレイに論理ドライプが1つも巧在しなくなる場合、ディスクアレイも 
削除します。 


[条件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


econfig 

[概要] 

RAID コントローラで RAID システムを自動で構築します。 

[形式] 

raidcmd econfig 
[説明] 

指ました RAID 〕 ントローラに RAID システムを自動で構築する「イージー〕ンフイヴレーシヨン」を実行します。イージ ー 
コンフイヴレーシヨンの詳細については、 「 RAID システムを簡単に構築する」を参照してくださし、。 


hotSDare _ 

[概要] 

ホットスペアを作成、解除します。 

[形式] 

raidcmd hotspare - c -< controller > - p =< pnysicaldevice > - mr={make 卜 a =< ホ s 化が巧!" > 
\_,< diskarrayX >'\ ] | remove } [- y ] 


サブコマンドバ ラメー 5 


-c=<controlier> 

-p=< physicaldevice> 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
《 controller〉•• RAID コントローラ香号 
処理対象の物理デバイスを指定します。 


《 physical 曰 ev に e> \ 物理 7^' バイス杳号 
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サブ〕マンド パラメー タ 説明 


- mr ={ make 卜3=<ががぶ r がたし < ofe ) わ/巧け^]] | ホットスペアの作ホ、解除を指定します。 

remove } make :作ホ 

- a オプションのち無により、作成するホットスペアの種類 
(共用ホットスペア、専用ホクトスペア)とま用ホクトスペアの 
場合はホットスワップの対象となるデイスウアレイを指定しま 
す。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが巧在しないとき 
は、指定した物理デバイスで共用ホットスペアを作成しま 
す。 

ホットスペアの作成の場合、 - a オプションが存在し、デイスウ 
アレイを正し〈指定していれば、指定した物理デバ’イスでデ 
イスウアレイの専用ホットスペアを作成します。 
< diskarrayl >, < diskarrayX > :デイス。アレイ番号 

remove :解除 

[- y ] ホットスペア作成/解除の実行確認メッ t - ジをま示せず 

に状態を変更します。 


[説明] 

指ミした物理デバイスで共巧、またはき用ホットスペアを作成します。もしくは、指定した物理デパイスのホットスぺ 
アをち军除します。 

[条件] 

ま巧ホットスペアを作成する物理デバイスの容量は、ディスクアレイで使用中の物理デバイスと同じ、もしくは、それ 
な上である必要があります。 

RAID レベルが RAID 0 の論理ドライブが存在するデイスウアレイには、ま巧ホットスペアを作成できません。 



[概要] 

論理朽イブで巧期化を開始、もしくは実行中の巧期化を停止します。 

[形式] 

raidcmd init -こ二 <controller> -1 =< loaicaldnve> -op={start|stop} [-im={full|qu に k}] 


サブコマンドパラメータ 


説明 


- c =< controlier > 
- i =< logicaldhve > 
- op ={ start | stop } 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 
処理対象の論理ドライプを指定します。 
< logicaldrive > :論理ドライプ香号 
初期化の開始、停止を指定します。 
start :開始 


卜 im ={ full|q 山 ck }] 


stop :停止 

初期化モードを指定します。 
full :完全 
quick :クイクウ 

- im を省略すると、 full を使用します。 
- im は、 - op = start のときのみ有効です。 


[説明] 

指定した論理ドライブで初期化を開始します。もしくは、指定した論理ドライブで実行中の初期化を停止します。 

[を件] 

初期化の開始は、 [Status] (ステータス)が [Online] (オンライン)の論理ドライブに実行できます。 

初期化の停止は、 [Status] (ステータス)が [Online] (オンライン)、もしくは、 [Degraded] (縮退）の論理朽イブ 
に実行できます。 
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mkldc 

[概要] 

詳細なパラメータ指定で論理ドライブを作成します。 

[形式] 

RAID レペルが RAID 0、 RAID し RAID 5 、 RAID 6の論理ドライプを作成する場合 
raidcmd mkldc - z -< controller > {- p = < physicaldevicel >,< physicalaevice 2> 
[,< physicaldeviceX >, ... ,< physicaldeviceZ >] \ -る 二く disl < array > } - rl ={0 | 1 | 5 | 6} 
[- Q ^=< capacity >] [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 512 | 1024}] [- cm={auto | 
writeback | writethru }] 卜 im={full | quick }] 卜 y ] 


サブ〕マンドバ ラメー 5 説明 


- じ=く controller 論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している 

RAID コント ローラを 指定します。 

《 controller 〉 •• RAID コントローラ香号 
論理ドライプ作成に使用する物理デパイスもし〈は、デイス 
クアレイを指定します。 


{- p =< phys に aldevicei 〉 ，く physicalae vice2> 
{ ，く physicaldevice か , ...,<physicaldeviceZ >] | 
-d 戸く diskarray> } 


- rl ={0 1115 16} 


[-cp = く capacity >、 


[- ss={l I 2 I 4 I 8 I 16 I 32 I 64 I 128 I 256 I 512 I 
1024}] 

[- cm={auto I writeback | writethru }] 

[- im={full I quick }] 

[- y ] 


物理デバイスを指定するときは、 - p オプションを使用しま 
す。 

く physicaldevicel,2 乂 Z> \物理デバイス香号 
物理デパイスは","で区切ります。 

ディスクアレイを指定するときは、 - a オプションを指定しま 
す。 

<diskarray> :ディスウアレイ番号 

作成する論理ドライプの RAID レペルを指定します。 

0 : RAID 0 
1 : RAID 1 

5 : RAID 5 

6 : RAID 6 

作成する論理ドライブの容量を指定します。 

<capacity> :容量(単位： GB ) 

-cp を省略すると、最大容量で論理ドライプを作成しま 
す。 

作成する論理ドライブのストライプサイズを指定します。 
1 KB , 2 KB , 4 KB , 8 KB , 16 KB , 32 KB , 64 KB , 128 KB , 
256 KB , 512 KB , 1024 KB 

- SS を省略すると、 RAID 〕ントローラの既定値を使用しま 
す。 

作成する論理ドライブのキャッシュ モー ドを指定します。 
auto :自動切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Through 

-cm を省略すると、 RAID コント ローラの 既定値を使用しま 
す。 

作成する論理ドライブの初期化 モー ドを指定しまず。 

full :完全モード 

quick :クイックモード 

-im を省略すると、 full を使用します。 

論理ドライプ作成の実行確認メク t - ジを表示せずに、た 
だちに論理ドライブを作成します。 


RAID レベルが RAID 10 の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - z -< controller > -p= < physicalclevicel >, 

<physicaldevice 2> ,< physicaldevice 3 >,<physicaldevice 4> -rl=10 [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 
I 128 I 256 I 512 | 1024}] [-cm={auto | writeback | writethru}] 卜 im={full | quic み卜 y] 
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サブコマンドパラメータ 


説明 


-c=<controlier> 

- p = < physicaldevicel> , く physical 曰 evice わ 
< physicafclevice3>,<pnysicalclevice4> 

- rl =10 

[- ss={l I 2 I 4 I 8 I 16 I 32 I 64 I 128 I 256 I 512 I 
1024}] 

[- cm={auto I writeback | writethru }] 

[- im={full I quick }] 

卜 y] 


論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している 
RAID コント ローラを 指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コント ローラ 香号 
論理ドライブ作成に使用する物理デパイスを指定します。 
<physicalclevicel,2,3,4> \ 物理デパイス香号 
物理デパイスは","で区切ります。 

作成する論理ドライブの RAID レベルを指定します。 

10 : RAID 10 

RAID レベルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 ,RAID 6 の場合 
と同じです 

RAID レペルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 , RAID 6の場合 
と同じです 

RAID レペルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 , RAID 6の場合 
と同じです 

RAID レペルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 , RAID 6の場合 
と同じです 


RAID レベルが RAID 50の論理ドライブを作成する場合 
raidcmd mkldc - じ二 <con か oller> 

- p =< physicaldevicel > , < physicaldevice 2>, < physicalclevice 3>, < physicaldevice 4>, < physicaldeviceS 
>,< physicaldevice 6>< physicaldeviceX > ] -rl=50 [- ss={l | 2 | 4 | 8 | 16 | 32 | 64 | 128 | 256 | 
512 I 1024}] [-cm={auto | writeback | writethru}] 卜 im={full | quick}] [-y] 


サブコマンドバ ラメー 5 


- c =< controHer > 


論理デバイスに使用する物理デバイスを接続している 
RAID コント ローラを 指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 

論理ドライブ作成に使用する物理デパイスを6台お上、 

かつ偶数台の条件で指定します。 


- p =< phys に aldevicei 〉 ，く phys に aldevice わ , 

< pnysicaldevice わ,く pnysicaldevice4> , 

< pnysicaldevice5 > , < pnysicaldevice6> 

し < physicaldeviceX> ] 

- rl =50 

[- ss={l I 2 I 4 I 8 I 16 I 32 I 64 I 128 I 256 I 512 I 
1024}] 

[- cm={auto I writeback | writethru }] 

[- im={full I quick }] 

[- y ] 


< physicalcievicel ぶ 3,4 ふ6ゾ> \ 物理デバイス香号 
物理デパイスは","で区切ります。 

作成する論理ドライブの RAID レペルを指定します。 

50 : RAID 50 

RAID レペルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 , RAID 6の場合 
と同じです 

RAID レペルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 , RAID 6の場合 
と同じでず 

RAID レペルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 , RAID 6の場合 
と同じです 

RAID レペルが RAID 0 ,RAID 1 ,RAID 5 , RAID 6の場合 
と同じです 


[説明] 

論理ドライブで使用するパラメータを詳細に指まして論理朽イブを作成します。 

raidcmd は、論理ドライプを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進抄状況、と結まは、 opiist サブ 
コマンド、 property サブ〕マンドで確認します。 

作成できる RAID レベル 

RAID 0 、 RAID し RAID 5 、 RAID 6 、 RAID 10 、 RAID 50 
使巧できる物理デパイス 

[ Status ] (ステータス)别 Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面未使巧の物理デバイス 
巧巧できるディスクアレイ 

全面未使巧のディスクアレイ、もし〈は、ディスクアレイの末端に空き領域があるディスクアレイ。作成する論理ド 
ライプの RAID レベルは、同ーディスクアレイ上にすでにを在する論理朽イブと同じ RAID レベルである必要が 
あります。 

作成するディスクアレイと論理ドライブの構成 

ディスウアレイを新规こ作成する場合、指ました物理デバイスで、1つのディスウアレイ、1つの論理朽イブを作 
成します。 RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50の論理ドライブの容量 
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RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50 の論理ドライブの容量 

RAID レベルが RAID 10 、 RAID 50の場合、物理デパイスの全面を使巧して論理朽イプを作成します。容量 
は指定できません。 

[を件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 


mkids 


[概要] 

簡単なパラメータ指まで論理朽イブを作成します。 

[形式] 

raidcmd mkids - 亡二く contmller> - p = < physicaldevicel> , く pnys に aldev に e2> 
[,<phvsicaldeviceX> , ... ,< physicaldeviceZ> ] - rl={l | 5} [- y ] 




- c =< controHe り 論理デバイスに使用する物理デバイスをを続している 



RAID コントローラを指定します。 

《 controller〉.. RAID コントローラ香号 
論理朽イブ作成に使用する物理デバイスを指定します。 
<physicaldevicel,2,X,Z> :物理デバイス番号 
物理デバイスま","で区切ります。 

作成する論理ドライブの RAID レペルを指定します。 

1 : RAID 1 
5 : RAID 5 

論理ドライブ作成の実行確認か t - ジを表示せずに、た 
だちに論理ドライブを作成します。 


- p =< phys に aldev に el > ，く phys に aldev に e た 
[,<physicaldeviceX>,... ,< physicaldeviceZ >] 


-rl={l I 5} 


[説明] 

論理朽イブで使用する物理デバイス、 RAID レベルの2つのバラメータだけで簡単に論理朽イプを作成します。 
raidcmd は、論理ドライプを作成し、初期化を開始したら終了します。初期化の進抄状況、と結まは、 opiist サブ 
コマンド、 property サブ〕マンドで確認します。 

作成できる RAID レベル 

RAID し RAID 5 
使用できる物理デパイス 

[ Status ] (ステータス)洲 Ready ] (レディ)の物理デバイス 
全面未使巧の物理デバイス 
作成するディスウアレイと論理朽イブの構成 

指ました物理デバイスで、1つのディスウアレイ、1つの論理ドライブを作成します。 

その他のバ ラメーラ 

な下の設定で論理ドライプを作成します。 

容量：物理デパイスの全面を巧巧して論理朽イブを作成します。具体的な容量ま、 RAID レベルによりみま 
D ます。 

ストライプサイズ： 64 KB 

キャッシュモード： RAID 〕ントローラの既定モード 
初期化モード：完全 


opiist _ 

[概要] 

RAID 〕 ントローラで動作してし巧オペレーシヨンの一覧と進が状況を表示します。 

[形式] 

raidcmd opiist 
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[説明] 

RAID 〕 ントローラで動作してし巧オペレーシヨンの一覧と進が状況を表示します。 

表示するオペ レーシヨ ン 

初期化、リビルド、整合性チェック 
終了したオペ レーシヨ ンの表示 

opiist は、実行中のオペ レーシヨ ンのみ表示します。終了したオペ レーシヨ ンは表示しません。 


optctrl _ 

r ，— _ . 巧 一 . . 

m 要] 

RAID コント ローラの オプションバ ラメー タを設をします。 

[形式] 

raidcmd optctrl -c 二く controller ■;_-ip={hiqh | middle | low} | -rp={high | middle | low} | -ccp={high 
I middle | low} | -pr={enable | disable} | -prp={high | middle | low} | -be={enable | disable} } 


サブコマンドバ ラメー 5 



-c=<controlier> 
- ip={high I middle | low } 


処理対象の RAID コント ローラを 指定します。 
《 controller 〉 \ RAID コント ローラ 香号 
初期化優先度を指定します。 
high :高 


- rp={high I middle | low } 


middle :中 
low :ほ 

リビルド優先度を指定します。 
high :高 


- ccp={high | middle | low } 


middle :中 
low :ほ 

整合性チェッウ優先度を指定します。 
high :高 


- pr={enable I disable ^ 


middle :中 
low :ほ 

パトロールリ-ドの実行有無を指定する。 


enable :有効 


- prp={hign | middle | low } 


- be={enable I disable } 


disable :無効 

パト ロールリー ド優先度を指定す る。 
high :高 
middle :中 
low :ほ 

ブザーの有効、無効を指定する。 
enable :有効 


disable :無効 


[説明] 

指定した RAID コント□-ラのオプションパラメータ(初期化優先度、リビルド優先度、整合性チェック優先度、パト □ 
-ルリ—ド実行、パト□-ルリード優先度、および、プザー有効/無効)を設定します。 

-度に設定できるパラメータは1つです。複数のパラメータを同時に設定することはできません。 

[を件] 

動作モードがアドパンストモードのときだけ実行できます。 
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optid 

[概要] 

論理ドライブのオプションパラメータを設定します。 

[形式] 

raidcmd optid -z-<controller> -1 =< logicalarive> -cm={auto | writeback | writethru} 


[ サブコマンドパラメータ 

説明 1 

-Q=<controHer> 

処理対象の RAID コントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 

-1 =< logical 曰 rive> 

処理対象の論理ドライプを指定します。 

<logicaldrive> :論理ドライプ香号 

- cm={auto 1 writeback | writethru } 

キャッシュモードを指定します。 
auto :自動 切替 
writeback : Write Back 
writethru : Write Through 


[説明] 

指定した論理ドライブのオプションバラメータ (キャッシュ モード)を設定します。 


[条件] 

動作モードがアドパンストモードのときだけ実行できます。 


property 


[概要] 

RAID コントローラ、ディスクアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロバティを表示します。 

[形式] 

raidcmd property -tq= all | rc 卜 〔 =< の " か。 // e/>] | da -c-<controlier> 卜 a=< 口/が a/r3y>] | Id 
-c 二 < controller [- \-<logicaldrive>'\ \ pd -c= く controller [-p=< physicaldevice >、 } 


サブコマンドパラメータ 


説明 


- tg=all すべての RAID システムのプロバテイを表示します。 

- tg=rc {- 亡 =< controlle 。、 RAID コントローラのプロバテイを表示します。 


-〔で RAID コントローラ番号を指定すると、特定の RAID 
コントローラのプロバティをま示します。 

- C を省略すると、すべての RAID 〕ントローラのプロバティを 
表巧します。 

<controller> : RAID コントローラ番号 
- tg=da -c=<controller> [-a=<diskarray>'\ ディスウアレイのプロバティをま示します。 

-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

- a でディスウアレイ番号を指定すると、特定のディスウアレ 
イのプロバティを表示します。 

- a を省略すると、 - C で指定した RAID 〕ントローラのすべて 
のディスクアレイのプロバティを表示します。 

《 controller 〉 RAID コントローラ香号 


< diskarray > :デイス。アレイ香号 

- tg=ld -。=く controller 、-\=く logical か ive >、 論理朽イブのプロバティを表示します。 

-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

- I で論理ドライブ番号を指定すると、特定の論理ドライブ 
のプロバティを表示します。 

- a を省略すると、 - C で指定した RAID 〕ントローラのすべて 
の論理ドライプのプロバティを表示します。 

《 controller〉•. RAID コントローラ番号 


< loaicaldrlve > :論理ドライブ番号 
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サブコマンドバ ラメー 5 


- tg=pd - z =< controller ^ [- 9 = く physicaldevice >、 物理デバイスのプロバテイを表示します。 


-〔で RAID コントローラ番号を指定します。 

- P で物理デバイスき号を指定すると、特定の物理デバイ 
スのプロバテイを表示します。 

- a を省略すると、 - C で指定した RAID コントローラのすべて 


の物理デバイスのプロバテイを表示します。 


( controller 〉.. RAID コントローラ香号 
< phvsicaldevice > :物理デバイス番号 


[説明] 

RAID コントローラ、ディスウアレイ、論理ドライブ、物理デバイスのプロバティを表示します。 

コンピュータに接続してし巧管理巧をの RAID システムすべて、もし〈は、特定の RAID コントローラ、ディスクアレイ、 
論理ドライ义物理デパイスのプロバティを表示できます。 


rebuild 


[概要] 

物理デバイスを化’ルドします。 

[お式] 

raidcmd rebuild -c 二 < controller -9 二く phys に aldev に e> - 〇口 = ィ 51311 :| 51 〇〇 卜 


サブ〕マンドバ ラメー5 



- c =< controlier > 

- p =< physicaldevice > 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 
処理対象の物理デバイスを指定します。 


< physicalclevice > :物理デパイス香号 


- op ={ start | stop > 


リビルドの開始、停止を指定します。 
start :開始 


stop :悍止 


[説明] 

指定した物理デパイスでリビルドを開始します。もしくは、指定した論理ドライプで実行中のリビルドを停止します。 

[を件] 

動作モードがアドパンストモードのときだけ実行できます。 

リビルドの開始は、物理デバイスの [ Sta 山 S ] (ステータス）例向 led ] (故障)、かつ、その物理デバイスを使用する 
論理朽イブの [ S 枯 tus ] (ステータス)が [ Degraded ] (縮退)のときに実行できます。 


runmode 


[概要] 

raidcmd の動作モードを変更します。 

[形式] 

raidcmd runmode [- md ={ a | s }] 


サブコマンドバ ラメー 5 



[- md ={ a | s }] 変更する動作モードを指定します。- md オプションを指定 

しない場合、現在の動作モードをま示します。 
a :アドバンストモード 
S : つ月■、パー ドモード 


[説明] 

raidcmd の動作モードを変更、もしくは、現在の動作モードを表示します。 


変更後のモードの有効期間 

動作モードは、 runmode サブコマンドにより動作モードを変更するまでち効です。コンピュータを再起動しても動 
作モードは変更しません。 
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[を件] 

スタンダードモードのとき、スタンダードモードへの動作モードの変更はエラーとなります。 
アドバンストモードのとき、アドバンストモードへの動作モードの変更はエラーとなります。 


sbuzzer 


[概要] 

障害発生時などに鳴る RAID コントローラのブザーを停止する。 

[形式] 

raidcmd sbuzzer - c -< controller > 


サブ〕マンドバ ラメー 5 


-c=<controlier> 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
く controller〉•. RAID コントローラ香号 


[説明] 

指ました RAID コントローラで鳴っているブザーを停止します。 

本サブ〕マンドは、ブザーが鳴ってし々したきに実行しても正常終了します。 


slotlamp 


[概要] 

物理デバイスを実装している本体装置、エンウ□-ジャの DISK ランプを点な、ミ肖灯します。 

[形式] 

raidcmd slotlamp - z -< controlier > - p =< physicaldevice > - sw ={ on | off } 


サブコマンドバ ラメー 5 


-c=<controlier> 

- p =< physicaldevice> 


処理対象の RAID コントローラを指定します。 
《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 
処理対象の物理デバイスを指定します。 


<physicalclevice> :物理デパイス香号 


- sw ={ on | off } 


ランプの点灯、消灯を指定します。 
on :点な 
off ： 消灯 


[説明] 

指定した物理デパイスを実装してしぶ本体装置、エンクロージャの DISK ランプを点灯、もし〈は、消灯します。 
すでに DISK ランプが点灯してし巧ときに、 - sw=on で点灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 
すでに DISK ランプが消灯してし巧ときに、 - sw=off で消灯を実行しても、 raidcmd は正常終了します。 


stspd 


[概要] 

物理デバイスを強制的にオンライン状態、故障状態に変更します。 

[おま] 

raidcmd stspd - c 二く controller - p = < pnysicaldevice > - st =- ionline | offline } [- y ] 


广 

サブ〕マンドバラメー 5 

説明 1 

- c = 

•-< controller 

処理対象の RAID 〕ントローラを指定します。 

《 controller 〉 \ RAID コントローラ香号 

- p = 

--< physicaldevice> 

処理対象の物理デバイスを指定します。 

<physicaldevice> :物理デパイス番号 

- St : 

={ online | offline > 

変更する状態を指定します。 
online :オンライン 
offline :故障 
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サブコマンドバ ラメー 5 


卜 y] 


状態変更の実行確認メクセージを表示せずに状態をを 
更します。 


[説明] 

指ミした物理デバイス例 Sta 山 S ] (ステータス)を [ Online ] (オンライン)、もしくは、 [ Failed ] 膊障)に変更します。 

[を件] 

動作モードがアドバンストモードのときだけ実行できます。 
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を意事項 


Universal RAID Utility を使用する上でミ主意すべき点について説明します。 

動作環境 


IPv 6 のネリ用について 


Universal RAID Utility (ま、 IPv6(Internet Protocol version 6) 環境では動作しません。 IPv4 環境で使巧してく 
ださい。 IPv6 環境で RAID システムを管理するには、 RAID コント ローラの BIOS ユー ティリテイを使用します。 
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付録 A :用語一 


Universal RAID Utility が使用する用語の一覧です。 


RAID システムに関する基本用語 



1 mm 

mm 1 

RAID システム 

RAID System 

コンピュータのハードディスウドライブをディスウアレイとして使用ずる能力を持つシステ 
ムです。 1 個の RAID コントローラを 1 つのシステムとして取り扱います。 

RAID コントローラ 

RAID Controller 

A- ドディスウドライブをディスウアレイとして使用できるコントローラです。 

物理デパイス 

Physical Device 

RAID システムで使用するデバイスです。 RAID システムでは、ハードディスウドライブ 
を指すこと机まとんどです。 n- ドディスウ朽イプな外のデバイスを接続できる RAID 
コン阳-ラの場合は、ハ-ドディスウドライブ U かの場合もあります。 

ディスウアレイ 

Disk Array 

複数の物理デパイスにより作成した仮想ノ、ードディスウ空間です。ディスクアレイは 
オペレーティンヴシステムでは認識できません。オペレーティングシステムでノ、ードディ 
スクドライブとして認識する口ま、ディスクアレイ上に論理ドライブを作成します。 

論理ドライブ 

Logical Drive 

ディスウアレイ上に作成した 0S が認識できる仮想ノ、ードディスウドライプです。論理 
ドライプごとに RAID レペルを設定します。 

ホットスペア 

Hot Spare 

障害が発生した物理デパイスを置き換えるためにあらかじめ用意しておくノ、ードディ 
スクドライブです。 

共用ホットスペア 

Global Hot Spare 

同一 RAID コントローラのすべてのディスウアレイのホットスペアとして使巧できるホット 
スペアです。 

専用ホットスペア 

Dedicated Hot Spare 

同一 RAID コントローラの特定のディスウアレイのホットスペアとして使用できるホット 
スペアです。 

バッテリ 

Battery 

RAID コントローラへの通電が切れたとき、 RAID コントローラのキャッシュメモリ上の 
情報を維持するためのパ’灯リです。 

キャッシュメモリ 

Cache Memory 

RAID コントローラの I/O 性能を向上させるためのキャッシュです。 

エンクロージャ 

Enclosure 

物理デバイスを実装するスロットを備えるモジュールを指します。 

フアンユこツト 

Fan Unit 

エンウロージャに搭載する;令却巧ファンユニットを指します。 

電源ュこット 

Power Supply Unit 

エンウロージャに電源を供給する電源ユニットを指します。 

電源 t ンサ 

Power Sensor 

エンウロージャの電源ユニットを監視するセンサを指します。 

温度 t ンサ 

Temperature Sensor 

エンウロージャの温度を監視する温度 t ンサを指します。 

エンクロージャ管理モジュール 
Enclosure Management Module 

エンウロージャを管理するモジュールを指します。 
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RAID システムの機能に関する基本用語 



オペレーシヨン リビルド、整合性チェッウなど、処理の実巧に時間を要するメンテナンス機能の総称 

Operation として使用します。 


コンフィヴしーシヨン 
Configuration 

RAID システムの構成を指します。 

初期化 

Initialize 

論理ドライプの全領域に0を書き込み内容を肖モします。 

リビルド 

Rebuild 

故障した"ードディスウドライブのデータを、交換したハードディスウドライプに書き込 
み論理ドライブを再構築することです。 

整合性チ::ッゥ 

Consistency Check 

論理ドライブを構成する A - ドディスクドライブ上の全セウタを読み込み、データのべ 
リファイ、もし〈はバリティチェックを行います。 

パトロ—ルリ-ド 

Patrol Read 

RAID システムの八ードディスウドライブ上の全 t クタを読み込み、エラーが発生しな 
しか確認する機能です。 

キャッシュモード 

Cache Mode 

RAID 〕ントローラのキャッシュメモリの書込み方式です。 

弓虽甫 j オンライン 

Make Online 

物理デバイスを手動でオンライン状態にすることを指します。 

弓虽甫 j オフライン 

Make Offline 

物理デバイスを手動でオフラインが態にすることを指します。 

ブザー 

Buzzer 

RAID コントローラに搭載するプヴーを指します。障害が発生したときなど、音で通 
お]します。 


Universal RAID Utility に関する基本用語 



スタンダードモード Universal RAID Utility の既定動作のモードです。 

Standard Mode RAID システムを管理するための標準的な機能を使用できます。 


Universal RAID Utility のメンテナンス/高機能モードです。 

このモードを使用するには、 RAID について豊富な知識が必要となります。主にメン 
テナンス作業に必要な機能や、 RAID システムを細か〈設定して構築する機能、各 
衝行メ ータの変更機能を使巧できます。 

イージーコンフイヴしーシヨン Universal RAID Utility が提供する簡単に RAID システムを構築する機能の呼称 

Easy Configuration です。 RAID コントローラごとに、論理ドライブで巧用する物理デバイスの台数、論 

理ドライブの個数を指定するだけで、最適な RAID システムを自動的に構築しま 
ず。 


アドバンストモード 
Advanced Mode 


RAID ログ 

RAID Log 

Universal RAID Utility の□ヴ’のことを指します。 

OS ログ 

OS Log 

0 S の提供するロヴのことを指します。 

アラ-卜 

Alert 

RAID システムで発生した障害などの事象を外部へ通知することを指します。 

再スキヤン 

管理している RAID システムの情報をすべて取得し、 Universal RAID Utility の管 

Rescan 

理情報を最新の状態に更新することを指します。 
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付録 B : ログ/イベントー 


Universal RAID Utility が RAID □ヴ、 syslog 、 ESMPRO/ServerManager へ送信するアラートの一覧です。 
アラートタイプ ： URAIDUTL 


一覧の説明 

ロヴ登録 

R : RAID ロヴ I へき録するイベントです。 

0 :オペレーティンヴシステムのロヴへ登録するイベントです。 
アラート通報 


M : ESMPRO/ServerManager へ通報するイベントです。 


A :エウスプレス通報サービスで通報するイベントです。 
イベントの職剛中のアドレス表記 


RAID コントローラ、バツテリのイベント 

物理デバイスのイペント 

[ CTRL ：%1] 

[ CTRL : o/ol PD :%2(%3) %4 〇/〇日] 

%1: RAID コントローラの番号 

%1 

RAID コントローラの番号 


%2 

物理デパイスの香号 


%3 

物理デバイスの ID 


%4 

物理デバイスの製造元/製品名 


%5 

物理デゾイスのファームウ I アバージョン 

論理ドライブのイベント 

エンウロージャのイベント 

[ CTRL :%1 LD :%2] 

[ CTRL : % 1 ENC :%2] 

o / ol : RAID コントローラの番号 

o / ol : RAID コントローラの番号 

%2 :論理ドライプの番号 

%2 :エンウロージャの番号 


エンウロージャの電源ユニットのイベント 
[ CTRL :%1 ENC :%2 P 0 W :%3] 
o / ol : RAID コントローラの番号 
〇/〇2 :エンウロージャの香号 
%3 :電源ユニットの番号 


エンウロージャのファンユニットのイベント 

[CTRL: % 1 ENC:%2 FUN:%3] 
o/ol : RAID コントローラの番号 
%2 :エンウロージャの番号 
%3 :フアンユニツトの番号 
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イベント ID 
( 16 進数） 

種類 

説明 

□グ 

登録 

アラー ト 
通報 

0201 

(400000 C 9) 

情報 

[ CTRL : 日/〇1] RAID コントローラのプザーが有効にな 
りました。 

R 


0202 

(400000 CA ) 

情報 

[ CTRL : o / ol ] RAID コントローラのプザーが無効にな 
りました。 

R 


0203 

(400000 CB ) 

情報 

[ CTRL : 日/〇1] RAID 〕ントローラのリビルド優先;度が 
変更されました。（値：％2) 

R 


0204 

(400000 CC ) 

情報 

[ CTRL : o / ol ] RAID コントローラの整合性チェッウ優 
先度が変更されました。（値：％2) 

R 


0205 

(400000 CD ) 

情報 

[ CTRL : 日/〇1] RAID コントローラの初期化優先度が 
変更されました。（値：％2) 

R 


0206 

(400000 CE ) 

情報 

[ CTRL :%1] 自動バトロ-ルリ-ド機能がち効に 
なりました。 

R 


0207 

(400000 CF ) 

情報 

[ CTRL : 日/〇1]自動バトロ-ルリ-ド機能が無効に 
なりました。 

R 


0208 

(400000 D 0) 

情報 

[ CTRL :%1] RAID コントロ-ラのバト□-ルリ-ド 
優先度が変更されました。（値:%2) 

R 


0209 

情報 

[ CTRL : o / ol ] バトロールリードが開始されました。 

R 


(400000 D 1) 

0210 

情報 

[ CTRL : o / oll バトロールリードが完了しました。 

R 


(400000 D 2) 

0211 

(800000 D 3) 

警告 

[ CTRL :%1] RAID コントローラで警告エラーが発 
生しました。エラーコード： 〇/〇2 

RO 

M 

0212 

( C 00000 D 4) 

異常 

[ CTRL : o / ol ] RAID コントローラで致命的なエラーが 
発生しました。エラーコード： 〇/〇2 

RO 

MA 

0301 

(4000012 D ) 

情報 

[ CTRL %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スのステー5スはオンラインです。 

RO 

M 

0302 

(4000012 E ) 

情報 

[ CTRL %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スのステータスはレディです。 

RO 

M 

0303 

(4000012 F ) 

情報 

[ URL :%! PD :%2(%3) %4 〇/〇引物理デバイ 
スのステータスはホットスペアです。 

RO 

M 

0304 

( C 0000130) 

異常 

[ CTRL %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スのステータスは故障です。 

RO 

MA 

0305 

(80000131) 

警告 

[ CTRL : % 1 PD :%2(%3) %4 %5] S . M . A . R . T . エ 
ラーを検出しました。 

RO 

MA 

0306 

(4000132) 

情報 

に TRLo/ol PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが開 
始されました。 

RO 

MA 
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概要 


対処方法 


備考 


RAID コント ローラ 警告 


RAID コント ローラ 致命 
的 エラー 

物理デパイスオンライン 

物理デパイスレディ 

物理デバイスホクトスぺ 
7 

物理デバイス故障 
S . M . A . R . T . ェラー 


%2 : 
〇/〇2 : 
%2 : 


%2 : 


RAID コントローラに問題がないか確認してくださ〇/〇2: 
い。もし、何らかの問題が繰り返し発生するなら 
ば、 RAID コントローラを交換して〈ださい。 

RAID 〕 ントローラを交換してください。 %2 : 


なし 


なし 


なし 


物理デバイスを交換してください。 
物理デバイスを交換して〈ださい。 


変更後の値 
変更後の値 
変更後の値 

変更後の値 

詳細情報 

詳細情報 


リビルド開始 


なし 




イペント ID 

( 16 進数） 

種類 

説明 

ログ 

登録 

0307 

(40000133) 

情報 

[ CTRL : % 1 PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが完 
了しました。 

RO 

0308 

( C 0000134) 

異常 

に TRLo/ol PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが失 
敗しました。 

RO 

0309 

(40000135) 

情報 

[ CTRLo/ol PD :%2(%3) %4 %5]リビルドが停 
止されました。 

RO 

0311 

(40000137) 

情報 

[ CTRL : % 1 PD :%2(%3) %4 〇/〇日]新しい物理 
デパイスが接続されました。 

RO 

0312 

(40000138) 

情報 

[ CTRL : % 1 PD :%2(%3) %4 〇/〇引物理デバイ 
スが取り外されました。 

RO 

0313 

(40000139) 

情報 

[ CTRL : % 1 PD :%2(%3) %4 %5]共用ホットス 
ペアが作成されました。 

R 

0314 

(4000013 A ) 

情報 

[ CTRL : o/ol PD :%2(%3) %4 %5]専用ホットス 
ペアが作成されました。 

R 

0315 

(4000013 B ) 

情報 

[ CTRL : o/ol PD :%2(%3) %4 %5]共用ホクトス 
ペアが解除されました。 

R 

0316 

(4000013 C ) 

情報 

[ CTRL : % 1 PD :%2(%3) %4 %5]専用ホクトス 
ペアが解除されました。 

R 

0317 

(8000013 D ) 

警告 

[ CTRL : %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで警告エラーが発生しました。エラーコード： 〇/〇6 

RO 

0318 

( C 000013 E ) 

異常 

[ CTRL : %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで致命的なエラーが発生しました。エラーコー 
ド：。/〇6 

RO 

0319 

(4000013 F ) 

情報 

[ CTRL %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで修復済メディアエラーが発生しました。 

RO 

0320 

( C 0000140) 

異常 

[ CTRL %1 PD :%2(%3) %4 %5]物理デバイ 
スで修復できなしけディアエラーが発生しました。 

RO 

0401 

(40000191) 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%2] 論理ドライブのステータスは 
オンラインです。 

RO 

0402 

(80000192) 

警告 

[ CTRL : %1 LD :%2] 論理ドライブのステータスは 
縮退です。 

RO 

0403 

( C 0000193) 

異常 

[ CTRL : %1 LD :%2] 論理ドライブのステータスは 
オフラインです。 

RO 


概要 


対処方法 


備考 


アラート 

通報 

MA リビルド完了 

MA リビルド失敗 

MA リビルド停止 

M 物理デバイス追加 


なし 

物理デバイスを交換して〈ださい。 

なし 

なし 


M 物理デパイス削除 なし 


M 


MA 


物理デバイス警告 物理デパイスに問題がないか確認して〈ださい。何 

らか①問題が繰り返し発生するならば、物理デバイ 
スを交換して〈ださい。 

物理デバイス致命的王物理デバイスを交換して〈ださい。 

ラ- 


%6 :詳細情報 


%6 :詳細情報 


MA 物理デバイスメディアエなし 

ラー(修復を） 

MA 物理デバイスメディアエ物理デバイスを交換して〈ださい。 

ラー(修復無） 

M 論理ドライブオンライン なし 


MA 論理ドライブ縮退 ホットスペアを用意していれば自動的にリビルドを実 

行します。ホクトスペアを用意していなければ、故障 
した物理デバイスを交換してください。交換後、リビ 
ルドして〈ださい。 

MA 論理ドライブオフライン 故障した物理デバ’イスを交換して〈ださい。交換 

後、論理ドライブを作成しなわし、バックアップからデ 
—夕を復旧してください。 
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イペント ID 

( 16 進数） 

種類 

説明 

ログ 

登録 

0404 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%2] あ]期化が開始されました。 

R 

(40000194) 

0405 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%21 初期化が完了しました。 

R 

(40000195) 

0406 

異常 

[ CTRL : %1 LD :%21 ネ刀期化が失敗しました。 

RO 

( C 0000196) 

0407 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%21 初期化が停止されました。 

R 

(400000197) 

0409 

(40000199) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 整合性チ：:ッウが開始されま 
した。 

R 

0410 

(4000019 A ) 

情報 

[ CTRL : %1 LD ：%2] 整合性チェックが完了しまし 
た。 

R 

0411 

( C 000019 B ) 

異常 

[ CTRL ： %1 LD ：%2] 整合性チェックが失敗しまし 
た。 

RO 

0412 

(4000019 C ) 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%2] 整合性チェッウが停止されま 
した。 

R 

0413 

( C 000019 D ) 

異常 

[ CTRL ：%1 LD ：%2] 整合性チェックで論理ドライ 
プのデ-夕不整合エラ-を検出、修復しました。 

RO 

0415 

(4000019 F ) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブが作成されまし 
た。 

R 

0416 

(400001 A 0) 

情報 

[ CTRL :%1 LD :%2] 論理ドライブが削除されまし 
た。 

R 

0417 

(400001 A 1) 

情報 

[ CTRL : %1 LD ：%2] 論理ドライブのキャッシュモ- 
ドが変更されました。 （値： %3) 

RO 

0418 

(400001 A 2) 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%2] バッウヴうウンド初期化が開 
始されました。 

R 

0419 

(400001 A 3) 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%2] バックヴうウンド初期化が完 

7しました。 

R 

0420 

(800001 A 4) 

警告 

[ CTRL : %1 LD :%2] バッウヴうウンド初期化が失 
敗しました。 

RO 

0421 

(400001 A 5) 

情報 

[ CTRL : %1 LD :%2] バックヴうウンド初期化を停 
止しました。 

R 


アラート 概要 対処ちま 

通報 


MA ネ刀期化失敗 ネ刀期化を再実行してみてください。再実行しても失 

敗するようであれば、 RAID システムに何らかの障害 
があります。 RAID システムの障害を対処してくださ 
い。 


MA 


整合性チェッウ失敗 


整合性チェッウを再実行してみてください。再実行 
しても失敗するようであれば、 RAID システムに何ら 
かの障害があります。 RAID システムの障害を対処 
して〈ださい。 


MA 


コンペアエラー修復 


物理デバイスを予防交あして〈ださい。交換する物 
理デバ’イスを特定するには 、 collect □ヴを採取して 
調査を依頼して〈ださい。物理デバイスを交換した 
ら、バッウアップからデータを復旧してください。 


M キヤクシュモード変更 


なし 


%3 : 


MA ネ刀期化 ( BGI ) 失敗 RAID システムに何らかの障害があります。 RAID シ 

ステムの障害を対処してください。 


備考 


変更後の値’1 
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イペント ID 

( 16 進数） 

種類 

説明 

ログ 

登録 

0422 

(C00001A6) 

異常 

[CTRL:%1 LD:%2] 論理ドライブで修復不可能 
なエラーが発生しました。 

RO 


0423 

(400001A7) 

情報 

[CTRL:%1 LD:%2] 論理ドライブで修復済エラ- 
が発生しました。 

RO 

0424 

(800001A8) 

警告 

[CTRL:%1 LD:%2] 論理ドライブで警告エラーが 
発生しました。詳細：％3 

RO 

0425 

(C00001A9) 

異常 

[CTRL:%1 LD:%2] 論理ドライプで致命的なエラ 
一が発生しました。詳細：％3 

RO 

0501 

情報 

[CTRL:D/ol] パッデ J が検出されました。 

R 

(400001F5) 

0502 

警告 

[CTRL: 日/〇1]バかリが取り外されました。 

RO 

(800001F6) 

0503 

情報 

[CTRL: 日/〇1]バかリが交換されました。 

R 

(400001F7) 

0504 

情報 

[CTRL:o/oll バかリの温度は正常です。 

R 

(400001F8) 

0505 

警告 

[CTRL:o/ol] バッデ J の温度が高くなりました。 

RO 

(800001F9) 

0506 

警告 

[CTRL: 日/ oil バかリの電圧がほくなりました。 

RO 

(800001FA) 

0507 

(800001FB) 

教化 
言口 

[CTRL: 日/〇1]バッテリで致命的なエラーが発生しま 
した。 

RO 

0508 

敎化 
盲口 

[CTRL:o/ol] バかリの状態が不を定です。 

RO 

(800001FC) 

0601 

(80000259) 

警告 

[CTRL: %1 ENC:%2] エンクロージャで警告エラー 
が発生しました。 

RO 


概要 


対処方法 


備考 


アラート 
通報 

MA 

MA 

M 

MA 

MA 

M 

M 

MA 

M 


論理ドライブ修復不可 
能 エラー 


論理ドライブ修復済エ 
ラー 

論理ドライブ警告 

論理ドライブ致命的ェ 
ラ— 


物理デバイスを交換してください。交換する物理デ 
バイスを特定するには、 collect ログを採取して調査 
を依頼してください。物理デパイスを交換したら、論 
理ドライブを作成しなおし、パックアップからデータを 
復旧してください。 

物理デパイスを予防交換して〈ださい。交換する物 
理デパイスを特定するには、 collect □ヴを採取して 
調査を依頼して〈ださい。物理デパイスを交換した 
ら、パクウアップからデータを復旧してください。 

RAID コントローラ、物理デパイスに問題がある巧 %3 : 
能性があります。 collect ログを採取して調査を依 
賴してください。 

RAID 〕ントローラ、物理デパイスに問題がある巧 
能性があります。 collect ログを採取して調査を依 
賴してください。 


パッデ J 取り外し パッテリに問題がないか確認してください。何らかの 

問題が繰り返し発生するならば、パッテリを交換し 
て〈ださい。 


パッデ J 温度警告 パッデ J に問題がないか確認してください。何らかの 

問題が繰り返し発生するならば、パッテリを交換し 
て〈ださい。 

バッテリ電圧警告 パッデ J に問題がないか確認してください。何らかの 

問題が繰り返し発生するならば、パッテリを交換し 
て〈ださい。 

パッテリ致命的エラ- パかリを交換して〈ださい。 


エンクロージャ警告 エンクロージャに問題がないか確認してください。が! 

らかの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージ 
ャの問題を対処して〈ださい。 


詳細情報 
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イペント ID 

(16 進数） 

種類 

説明 

ログ 

登録 

アラー ト 
通報 

0602 

( C 000025 A ) 

異常 

[ CTRL : o/ol ENC :%2] エンウロージャで致命的な 
エラーが発生しました。 

RO 

MA 

0603 

(8000025 B ) 

警告 

tCTRL : o/ol ENC :%2] エンウロージャの温度が 警 
告レベルになりました。 

RO 

M 

0604 

( C 000025 C ) 

異常 

[ CTRL : o/ol ENC :%2] エンウロージャの温度が異 
常レペルになりました。 

RO 

MA 

0605 

(8000025 D ) 

警告 

[ CTRL : o/ol ENC :%2 POW :%3] エンウロージャの 
電源ユニクトでエラーが発生しました。 

RO 

MA 

0606 

(8000025 E ) 

警告 

[ CTRL : o/ol ENC :%2 FUN :%3] エンウロージャの 
フアンユニットでエラーが発生しました。 

RO 

MA 

0701 

(400002 BD ) 

情報 

[ CTRL :%1] コンフィヴレーシヨンがウリアされまし 
た。 

RO 

M 

0702 

(400002 BE ) 

情報 

ソフトウェア 名 コンフィヴレーシヨン 情報（改行） 

RAID システム数分な下をき録 

RO 



[ CTRL ：%1 ] 製造元製品名ファームウエアリピジ 


ョン 

[ LD ：%2] RAID :/^4/ Z ? レペル PD : 乂 之 （LD 個 
数分） STS : が,謗 

[ PD :%3] 製造元/製品名ファ-ムウ巧リビジョン 
STS : が黨 


*1 : RAID 〕 ン阳ーラの種劇こよつ口ま、本情報はロヴ内容に含まないことがあります。 
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概要 


対処ちま 


備考 


エンウロージャ致命的エ 
ラー 

エンクロー ジャ温度警告 

エンクロージヤ温度異常 

エンウロージヤ電源異常 

エンウロージヤフアン異常 

コンフィグレーションクリア 


エンクロージャに問題がないか確認してください。何 
らかの問題が繰り返し発生するならば、エンクロージ 
ャの問題を対姐してください。 

エンクロージャのファンに問題がないか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処してく 
ださい。 

エンクロージャ①ファンに問題がないか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処してく 
ださい。 

エンウロージャの電源、ユこクトに問題がないか確認、し 
て〈ださい。何らかの問題があれば、その問題を対 
処してください。 

エンクロージャのファンに問題がなしか確認して〈ださ 
い。何らかの問題があれば、その問題を対処してく 
ださい。 

なし 


%1: RAID 〕 ントローラ 
番号 

%2 :論理ドライブ香 

口， 

%3 :物理デバイス香 

口， 

斜体部分にそれぞれの 
バラメータを表示しま 
す。 

x , x Z \論理ドライブ 
を構成する物理デバイ 
スの番号 



